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道腎協結成以来14年間、患者会員の医療と福祉の向上を目指し、嫂多の困難を克服してー

勣を進めて参りました。

　

しかし、昨今私達透析者を巡る状況は依然として厳しく、長期透析による合併症の間胆、

患者の高齢化による介護間題、さらには最近国は「受益者負担」から「相互扶助」と名をかえ、

国庫負担を減らそうとしています

　

私達はこのような困難な流れの中で、この１年盾勣を展開して参りました

　

総会では、昨年の活勣報告と本年度の盾動方針を討議して行なわれました

一
７
月
1
9
日
一

心幌

町dJ
成
４
り

参
－
７

レ

Ｉ
Ｉ
に
い
川

心

か

ｔ
Ｚ
‥
Ｑ
‐
り

間

り
1
9
‐

に
・
ｔ

心
川
紀
・

比

・
ノ
ｙ

ち
彫
‐
か
。
公
‐
約

７
ふ
出
■
ｆ
ｉ
ｒ

V
．
叫
て

川
‘
．
・
わ
ｌ
し
か
．

廣
岡
副
べ
．
’
一
に
に
ム
．
『

Ψ･．い.j'にを

とて川り

今

般
阿
に
Ｉ
川
岡
公

公

.' I

代

!丿

う;

F，

V
"

―
―
I

物
故

j?

な

'j

わ

Ｅ

如（y･続

　

…
り
町
会
に
'
-
'ｒ
　
i
/
-
'
.
=
i
力
ｔ
』
‐

は
以
ト
■
~
.
　
■
*
'
-
1
り
て
Ｆ

　
　

ノ
Ｔ
町
協
第
Ｊ
　
　
川
総
介
北

海
>
Z
J
^
　
'
■
■-
'
'

'
■
'―関
係

片
・
ボ
う
ｙ
’
リ
１
ツ
そ
力
他
卜
へ

勢
力
協
り
て
人
成
功
に
終
．
ｊ

し
ｔ
し
た

　

協
り
し
て
畝
い

か
’
皆
様
に
．
Ｊ
’
‐
ぶ
乙
｛
巾
－
・
Ｌ

け
｛
ふ

も
や
れ

Ｊ
川
し
て

て
い
ま
１

北
海
港
ぷ
心
μ
‥

ぱ
て
Ｘ
ろ
小
今

｡な

Ｌ
し
く
Ⅲ
じ

う
汲
む
八
．
．
一
ぶ
動

に
ご
臨
り
４
お
恥
い
Ｉ
・
Ｉ

Ｌ

　

し
カ
ー
こ
’
て
Ｉ
八
．

　

'
Ｍ
…
て
私
賓
力
持
様
か
ら

会
□
に
り
Ｉ
る
瞰
励
．
乍
公

’
、
力
ご
協
り
力
お
．
ｄ
賢
今
収

ｘ
、
配
心
、
ｚ

　

い
．
１
’
り
・

球
ｒ
～Ｉ

Ｆ
イ

ｆ
～
４

釧
路
地
む
腎
な
、
へ
’
Ｖ
－

吸
ぢ
帆
氏
む
・
Ｊ
ｋ
に
心
出
し
廠
ふ
μ

　

ま
す
．
‐
～
度
の
Ｊ
勣
報
ｔ
‥
う
Ｉ
り
‥

小
怜
』
ｈ
ト
’
り
ｈ
‥
わ
れ
、
次
い
て
り
牡

瓦
ｊ
Ｅ
り
決
S
:
轍
r
Z

-
･
＾
~■

-
＾
川
内

覧
作
Ｌ
り
勁
‐
荒
た
力
鰍
七
‥
ｙ
’
り
ト
わ

ｎ
疑
心
４
力
も
と
全
会

　

致
：
ｔ
″
ｔ
．

ｊ

*
"
_
1
V
．

　

そ
Ｉ
ｓ
‐
友
″
ｑ
暖
力
’
四
動
Ｌ
り
釧
Ｉ
伝
…
い

･
'
i
'
^
'
;
'

'
-
'
か
べ
。
Ｂ
～
公
Ｊ
か
I
:
-
~
G
＾

‐
‐
説
川
ひ
あ
り
．
い
ｒ
れ
し
原
雫
岫
り

～
誌
ｔ
・
れ
ま
し
た

　

そ
し
て
没
‐
改
選
案
、
ブ
、
ロ
ー
ケ
ヘ

総
会
・
．
’
．
‐
．
．
ｄ
す
べ
て
全
余
．
致
て
採
択
≫
'
■

れ
ま
Ｌ
た
Ｉ

　

最
筏
に
冲
川
剛
会
」
力
．
べ
’
～
心
力

Ｉ
釣
に
I
≪
1
ご
協
ｈ
り
な
・
お
順
い
し
ま
Ｉ

と
乃
代
拶
で
閉
会
し
ｔ
し
た

　

仔
食
休
憩
力
後
『
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
力
川
況

レ
ー
ベ
’
強
力
吠
？

　

Ｌ
‐
い
う
テ
ー
マ
で
…
ｈ

地
沢
山
―
紀
べ
‥
病
院
力
剛
院
ｈ
_
_
/
．
"
^

・
-
-

附
児
り
に
-
M
｡
る
医
療
凛
演
会
か
間
服
ｙ

I

り
ま
Ｉ
、
・
た

　

・
ふ
講
演
会
力
内
容
は
、
今
‥
ｙ
に
川

載
ｔ
・
わ
て
い
ｔ
ｔ

１



財
北
濤
道
難
病
直
代
表
理
事

－

ミ

森
礼
ｆ
氏

連北

絡海

協道

繭腎

會臓

斟移

會植

長者

佐

藤

道

i2'¶

美
氏

il

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
ぼ
吋
環
境
川
保
健
。
ト
防
Ｊ
に
χ

傅
Ｉ
い
必
‥
氏
。
叱
叫
山
南
４
り
ぼ
腱
ｉ

部
川
健
．
ト
訪
課

乍
ｎ
余
ず
北
海

く

:
≪
川
国
叫
氏
．

心
～
乱
,り･

砲

1ふ

川
原
要
川
４
、
北
海
流
議
ぺ
．
　
　

僑
兄
氏
．
呻
り
海
心

腎
倣

,轟

□

埓

･I", k 'I

ｈ

武

侈

擢I

Ｈ

f一

托

ｉ
Ｈ
巾
氏
、
山
ぺ
札
帆
砲
院
腎

１
　
粁
杓
大
氏
、
北
海
心
ぬ
床

公
・

公
に
ｋ
川
関
竹
明
氏
。
北

轟
姐
腎
臓
侈
植
れ
心
朴
協
議
企
企
ｋ

松
浦
"
=
S
i
氏
、
人
‐
本
裂
薬
㈱
、
ａ
永

乳
ｔ
｀
㈱
、
ケ
ン
ブ
ロ
■
≪
デ
ィ
ウ
几
㈱
、

『
・
．
降
製
薬
ト
ｔ
㈱
、
販
レ
メ
テ
ｆ
カ
ル

㈱
．
㈱
ホ
^
Ｃ
.
≪
'
扶
＜
4
-
>
＾
z
l
'
-
i
>
i
㈱
、

‐
機
接
榊

　
　
　

ｔ

町

町

県

　

腎

　

協

|
､

l

l

l

、

吠

城

ll,t
､.

‐
り
森
県

ｈ
ｔ

「
ｔ

叫

ｍ
ｈ
Ｆ

、
山
恥
県

県
．
川
馬

ｋ
・
吊
咄

柚

111叫几
叫

　

｀野

I

.

'

,

!

Ｍ
城

陥
県
、
茨

県
．
崎
卜
県

’
・
尊
口
‐
‐
ト
．
Ｈ
ｎ
‐
Ｉ
ド

’
！
ｌ
り
ｈ
Ｊ
り

静
川
県
、
愛
知
叫
．

･;･、

nl;

町

広

j｡I，

叫

滋
靫

人
阪
明
、
吠
ゆ
県
、

、
池
・
晶
叫
。
£
い
川
以

茫
吸
県
『
山
川
県

ｈ

鴫

IV-

几

柚
岡
県
、
Ｍ
門
県

i
±̂

―
.
～
人
分
県
、
ツ
‥
崎

|.|

1

1

鹿
児
目
四
叫
、
冲
縄
県

櫛
里
拷
４
毎
度
役
員
紹
介
兪

１
年
齢
２
透
析
歴
３
趣
味
４
抱
負

　
　

【
会

　

長
】

岩
崎

１

ｊ
あ
Ｉ

【
副
会
長
】

　

Ｌ
Ｈ

熊
（
札

幌

ヽ一

||||lfl'･

　

ト

く･ふ68

･ト岫歳

　　

μご

ﾔ1.今16

４
,ﾀ

還
叱

’
八
ｎ

会
話

勣

1･

弘
（
釧
路
）

崎
ッ

１
Ｕ
円
犬

igや_

食
べ
る

.へ

で

は

”ゝ

飢
り

ま
せ
ん
‘
Ｉ
．
。
地
な
ら
‐
勁
‥
‥
‥
む
い
ね
仙
川

火
る
小
。
社
介
晒
動
｀

―
ぷ

暖
岡
達
人
（
苫
小
牧
）

,入

'i
－

Iり

;ll

7
、

Ｋ

ト

０

゛
1
「

戦
．
切
Ｌ
兎
～

‐
０
は
ｔ
／
・
ｌ
’
‘
ぬ

IS’

レ

鈴
木
件

１

φ
張

り

ぶ
Ｉ
Ｌ
ろ

一
札

幌
－

－

－

】

･に

歳

り

･jり

り

卜

．
い
．
心
μ

ｆ
、
ｙ

、
聾
Ｈ
。

‐
Ｊ
Ｉ

ぺ･

!

J

IL

11

1－

ｒ一

士

J

I

~
J

'

-
U
i

沖
川
必
郎
（
小

ａ
｀

続

け

｜

u

１

樽

－

Ｉ
い
心
．
ゴ
健

‥
吊
μ
ｎ
り
。

″
ｉ
―
ｒ
、

切
ｒ

吸
ｔ
ｌ

　

ｙ

・
鳶
し
仁
″

I

L

ﾘ

．

活

叫
ｔ



【
事
務
局
長
一

堀
片
和
彦
（

ほ
‥
心
Ｊ
Ｊ
一

【
事
務
局
次
長
】

　

川
村
降

.
　
■
v
^
-
r
-
Ｖ

■
"
'
V

【
運
営
委
員
】

　

桟

ｙ

札

幌
－

り

Ｉ

『
ぺ
‥
‘
’
‐

ぺ
ｐ
い
Ｉ

小
』
Ｍ
‥

動
か
・

：
面

帖

り
怖

＼i

ｔ

|ご
忿

礼

幌
－

。㎡

'I

ゝ

日
～
ｔ

一
一
し
Ｉ
Ｉ

□

Ｘ

　

－

ｓ
９
Ｉ

う
Ｌ
り
Ｊ
’
ｙ

ｙ
ｌ
‐
七
曹
．

而
″
（
札
幌
）

.'l

Ｉ
ｊ

釣
―
―

耀
た

小
■
j
i
c
:

、
．
穴
に
れ
叫
川

へ
i
C
-
c
-
.
7

，

ら
川
グ
．
う
賎
１
　
Ｉ
り
Ｉ
Ｉ
Ｉ

｜

帖

一
ｔ
ｋ
―
ず

八
ｔ

な

藤
朱

叉

一
札

幌
）

‥
店
．
‥
‐
‐

1’

肖j

り

j屯

図

か

|‘1

ト

lml

凩

小
;
i
c
:
>
'
｡
八
ほ
こ
Ｉ
ｒ
ツ
か

゛
’
：
ニ
‘
”
Ｏ
χ
い
い
Ｉ
‘

佐
藤

,

り

，

孝|

國
（
室
蘭
）

Ｉ
卜
４
．

４
ｊ
脹

j i.

f.

賢

l’

二

吟
。
福
川
力
心

'
｡
-
　
―
j
k
:
-
'

I

―
　
■

■
･

小
し
片
レ
ー
し
’
』

心

y

｢あ

1.

義
恪
ぐ
‘
ｍ
｀
‐
て
’
ｎ
ｘ

y..

―
J

―

！
｀
χ

一

゛
゛

卜
。
ぐ
Ｌ
ｒ
ｊ

亡
画

４

柿

p」

や

■
t
~
i
.
i
-

七

へ

ｉ

吋
べ
．
．
’
Ｊ

Ｉ
ｋ
ｌ
ゝ
―
、
Ｌ

八
‐
公
に

ｊ
ｌ

り

ｊ

り

西
木
戸
隆
溥
（
北

又
柳
本

田

中

1一

見

iQ

見

－

１
μ

－
旭

川
－

政
人
（
遭

南

ヽ一

,4

λ.

１
１

ｑ
ｊ
休
ｈ
ｌ
・

　

粁
間
中
に

咄
張

　

て
０
‥

^
"
-

■
＼
.
-

塚
本
義
彦
（
十

ｌ
ｎ
必
ｙ
目
｡

_
｡
-^

p
.

１

一
Ｊ

Ｊ

勝

ヽ-･

鵬．

４
－

４
１

廼
Ｖ
－

り

Ｘ

・
り
か

【
会

　

計
】

　

村
本
徳

ス
同
に
】
片

外
帯
皿
．
ｔ
。
一

梢
・
り

　

’
ｔ

　

・
‐
レ
’
－
り

ノ
ロ
こ
Ｉ

か
£
’

腎
々
勁
に
心

餉
張
る
ジ
・
・

雄

一ヽ
札

き

１
田
λ

1８

　

j「’;F

　

l

　

j

　

川ぷ7

　

ル才

」－

き

　

き

に八

にや

ｌ
ｊ

れ

咄

ｔ
Ｉ
Ｌ

【
幹

　

事
】

佐
藤
裕
ｆ
（
札

幌

ヽ-

1
51
晟II'I.

,I:

1･

八

1

j口

n'

七

ｙ,･

ｙ

・

／』

趣
味

４･

や
り
乍

ｎ
い
・
Ｊ

‐
-
'
ｄ
　
…
'
j
'
思
・



Ｘ

４
　
・
盛

柳

沼

11ﾓ

一

　

｀
心
ト

１

／
.

＝

　

■
ｍ

^

ｉ
ｌ

Ｌ沢

祥
-一

（
札
幌
）

１
1
2
歳
コ
1
2

j
‐
３
釣
り
水

彩
画
Ｉ
（
_
)

Ｉ
か
最
札
力

武
器
皆
人
々

で
公
卸
し
企

子
（
札
幌
）

;F

　

I

;l

　

l9
働歳

く

　

ビ

11 1Ｄ

卜
．
ノ

ｆ

／

１

む
に
よ

仙
ｔ

ｋ
ｒ
ｉ

し
ま
十

斉
藤
一
ｆ
（

　

『
馮
析
に
か
か
わ
る
諸
巾
情
を

山
中
に
広
め
．
Ｉ
‐
を
ぶ
や
Ｆ

ら
い
・
思
い
て
い
主
ｊ
』

T･

で
き
る

川

一

k

i、

樽
－S

^
Ｋ
:

―

；
－

一

一

佐
藤
‐
い
人
（
旭

‐
．
心
腎
協
力
勺
に
々

■
■
■
'

１

V
j
―

た

「

川

ヽ-●

　

1
6
3
歳
-
１
１
２

　

４
３
サ
ボ
テ

　

ー
乙
一
熱
排
魚

　

‐
’
「
胆
川
地

　

勺
腎
な
へ
会
力

　

強
化
に
っ
レ
ー

り
た
い

本
秀
か
（
留
萌
）

１
2
8
歳
じ
８

り
３
ボ
ー
リ

ケ

‐
分
な
り
精

　

杯
頑
張
る

岩
政
春
（
遭
南
）

Ｉ
…
に
歳
‥
・
川

～
３
読
μ
１

　

。
出
ｋ
る
紅

川
で
頑
張
り

ま
す
」

村

川

明

●．－

光
（
苫
小
牧
）

-

1
5
9
歳
じ
１
１

ｎ
１
３
い
ｆ
キ

ン
グ
ー

　

．
’
一

明
待
に
添
う

様
な
I
£
.
は
出

恥
ま
サ
ん
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ｔ
す

八
‐
川

兄
（
室

　

Ｌ
９

蘭

－

ト
ー
フ
で
フ

･

り

｝

ｔ
ヶ
Ｉ

　

「
卜
部
組
織

」
ふ
池
携
ヒ

地
し
畔
友
発
の
ｆ
川
．
要
な
い
で
ツ
ぽ
Ｉ
’
一
ち

え
て
い
る
｀
・岡

崎
友
紀
人
（
十
勝
）

婚

し
て

明

た

ろ
く
軋

し

！
Ｊ
歳
ご
６

り
３
哭
巾
う

ｉ
ｌ

i秀

匝･

々
’
Ｈ
て

に
通
院

寸
’
り
一
に
Ｉ

１

？
：
柚

ｙ
吐
か
’
時
’
‥

を
征
子

も
う
で

橋
本

ｔ
瓦
し
’

ｊ
に

原
川
＆
ｒ

巌
（
餓

路
－

llﾆ

　

1
3 37
釣歳

　

｀２

囲10

篠
‐
．
誰

か
が
や
る
た

ろ
’
Ｊ

I
'

.
7

安
吟
々
七
え

’
日
動
し
て
ｈ
た
い

（
網
走
）

　

ｆ

吐
か
・

廿
た

Ｉ
し
Ｉ

作
は
八
．
・
一
活
勣
ｔ
多
忙
て
も
ろ

増

田

実
（
深

　

Ｉ
Ｇ

;i’

:4

伺
七

趣

両
ふ
．
与

い

川

歳
ヽ－

ヒ
一
k
　
-
t
-

紅
白

JJ-

丿

f｣4

々
い
″
ｎ
で
干

が
面
張
り
ｔ

十

６



【
会
計
監
査
】

　

永
田
和
之
（
札

幌

－

色
々
■
-
^

-
／
＊
-
!

と
出
会
い
配
達
が
沢
山
出
-
*
-
Ｈ
―
・
だ

安
江
良
和
（
旭

－・

１
‐
歳
2
1
8

り
３
映
川
濫

賞
｛
衛
～
帆

心
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｗ

Ｏ
Ｗ
受
に
。

テ
レ
ビ
映
画

が
中
』
恕
。
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
つ
フ
ブ
ヒ
ー

が
好
き
)
　
~
、
透
析
世
者
の
現
状
は
厳

し
い
が
。
乃
を
介
わ
せ
て
泊
張
ろ
う
’
・

■
総
会
記
念
医
療
講
演
会

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
－

　

ｒ

　

％
ｒ

　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝

ロ
為
尹
回
福
鼎
遡
今
扇
萄
詣
遡
づ

岩
見
沢
市
立
総
合
病
院

剛
院
．
長

道
内
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
患
者
数

　

２
２
０
人
（
４
・
１
％
）

　

ｔ
ｌ
邨
ｙ
‥
に
『

１
″
ｎ
う
す
『
心
を
λ

ｉ
1
1

1
1
り
‘

IL*

11

叫

６

川

ft］

II

ｌ

国

.〃

IIIL

政

徳

馳

か

□
り
７
Ｆ
’
ｊ
、

ｔ

４
　
’
越

　

叱
・

|．・

る

わ

μ

Γφ
－

～
作
杓
腎
ｆ
Ｌ
‐
ド

友
ｊ
Ｌ
・

　

～
‐
い

戸
－
な

y

"
■
"

‥
、
。
Ｃ

″
７
－

φ
丿

ろ
‘
ハ
～
～
‘

Λ
Ｐ
Ｄ
’
ｙ

＜

た
昨
今
で
‐
い
ｔ
ｔ

血

心

-f

ね
l
U

―

－

－

,ｌ

ｉ

肘
戌
ち
り
Ｉ

ｊ
－
ｌ
ｌ
！
、

人
ｆ
ｌ
ｒ
７
！
。

タ治
Ｉ
。
・
乙

一
一
一

１

整

Ｃ

Λ

Ｐ

Ｄ

･|
－

4t
？

－

Ｌ
皿
か

１
１
丿
｀

爾

到
防
砂

い
…
…
・
’
『
１
１
い

賢
吽
佃
を
［
ｙ

７
い
ｔ
ｊ

7，

.

.
u―

　

児
生

‐
！
、
・
1

J
.
-

｡
.
J―

り
一
爪
腎
侈
肺
’
‥
．
止
体
腎
侈
励
い
て
Ｉ
’
・
い

し
り
心
、
・
ｔ
～

　

・
～
川
社
川
．
１
　
～
ヽ
目
・

ｎ
だ
４
　
に
‐
職
ハ
ー
ゾ
シ
に
．
‐
吻

ｊ

ふ
ｋ
ｌ
し
Ｉ

Ｉ
ノ
、
‐
ご
１
ｙ
こ
Ｉ
り
よ

りひ

１
に

１３

ふ
ｉ
尹
ふ
Ｉ

ｔ
ｙ

1'

Ｏ
Ｏ
―
‐
、

ト

?1

－

１
一
Ｉ
↓

１
？
り
う
ｙ
ｙ
．
ニ
ー

／
！t･

4

;

1 II

４
ｋ
Ｉ
Ｉ

jり

¶j･

,り

･な

り1

↑

Ａ
Ｐ
Ｄ
力
μ
ｎ
』
。
‐
‐
？
。

ｊ

も
り
±
1

涌

わ

１

は
い

皿

ｆ
Ｖ
！
／
ｊ
ｌ
・

に
・
ｊ
・

″
、
‐
満

1
1
　
調

4･出

L｀.

へ
″
。
Ｃ

１
４

り
い
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
な
．
く
？
丁
ト
ｔ
ｊ

山
６
う
～
臓
し
随
昨
乙
．
ふ
に
‥
１
ろ
療

‐
．
・
・
し
ご
け
．
・
皿
柚
憑
哨
べ
陶
㈹
湾
胎

旧
臓
か
Ｉ
侈
陥
さ
わ
た
り
Ｉ

１
し
た
か

ｎ
ｋ
’
怖
疫
う
９
を
屯
‐
り
八
了
わ
Ｉ
り
け

り

/し|:

Ｊ；

話

［

ｔ

レ
ー
乳
吋

能
々
い
か
ｉ
！
‐
わ
ｔ

エ
リ
ｚ
、
ロ
ポ
ー
イ

ー
・
ｔ
‐
ヒ
．
．
！
り

μ

－

.タ1

り･

よ

を

1
/
.
^
l
i
r
i
ｒ

‘
。
’
一
¶
し

じ
なる

墜

/l
.い

k≒

7、

む
1
1
　
ｒ

ｎ

ｊ
’
一
Ｕ

尽
し
一
‐
は
;
o
i
'
ｖ
~

て
お
６
ｔ
ｌ

Ｄ

か
ー

口
ご
ｔ
。
‐
ｔ

ド
リ
ー
‘

判

/I

　

－
Ｊ
Ｊ
Ｉ

で
話
‐
叱
～

川
皿
退
‐
ふ
’

り
・
。
に
１
‐
て
ｔ
恂
膜
酒
‐
4
　
I

r
｡
-
*V
~
k

'

７
‘
い
『
化
い
か
ふ
川
題
を
我
世
－
。
・
・

j，

.゛j

川

状
＿ 〃

こ
け
な
・
Ｌ

し
Ｉ

Ｕ

｜

長
期
透
析
の
問
題
点

ｆ

腿

以

ヤj

院
い
・

IL

り

ｉ

－

ｆ



ク
、
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
血
液
透
析
の

デ
ー
タ
ー
を
ま
と
め
て
U
J
ま
す
と
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血

液
透
析
を
1
5
年
以
Ｌ
受
け
て
い
る
方
が

6
3
人
、
５
叫
未
満
の
方
が
１
２
３
人
。

1
5
年
以
下
で
は
導
人
が
3
0
歳
前
後
と
な
っ

て
い
ま
す
。
５
年
末
満
の
方
は
平
均
年

齢
が
5
0
歳
と
一
胃
い
ま
す
か
ら
。
什
に
一

人
さ
れ
た
方
は
若
く
、
最
近
で
は
乍
輩

の
方
々
が
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入
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
き

た
と
い
う
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徴
が
見
ら
れ
ま
す
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れ

は
。
予
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な
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が
う
ま
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で
き
て
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っ
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き
て
い
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等
が
考
え
ら
れ
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さ
ん
ご

承
知
の
通
り
。
糖
尿
性
腎
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と
い
・
り
の

が
あ
り
ま
し
て
。
特
に
近
年
導
人
さ
れ

た
高
齢
の
方
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
を
使
川

し
て
い
る
串
を
＝
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８
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し
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ん
。
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ろ
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５
午
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半
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h
5
5
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ロ
ポ
エ
チ
ン
を
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て
い
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す
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て
。
充
分
な
食
事

を
し
て
、
そ
し
て
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
を

維
持
す
る
と
い
う
Ｔ
ｔ
へ
を
し
な
け
れ
ば

艮
期
延
命
は
ぞ
利
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
。
つ
は
、
剛
甲

状
腺
を
摘
川
す
る
率
で
す
が
『
6
3
＊
c
:
の

内
1
5
訊
‥
の
方
2
4
％
が
受
け
て
い
ま
す
が
。

５
午
未
満
の
方
に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
手
根
管
手
術
を
受
け
ら
れ
た
方

の
串
で
す
が
、
や
は
り
長
期
の
方
に
多

い
で
す
。
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
理
由

で
腎
臓
を
収
る
と
い
う
方
も
、
長
期
の

方
に
多
い
で
ず
。
ま
た
生
体
に
残
っ
て

い
る
機
能
を
火
っ
た
腎
膿
が
人
き
く
な
っ

て
い
く
、
の
う
胞
腎
に
な
っ
て
い
く
こ

と
．
あ
る
い
は
癌
化
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
多
少
増
え
て
来
る
様
に
思
わ
れ

ま
す
。
や
は
り
腱
期
に
な
っ
て
く
る
と

副
甲
状
腺
の
問
題
"

1
"
'*
'
＊
'
管
の
問
題
、

そ
れ
か
ら
槻
能
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど

も
腎
臓
の
問
題
、
こ
れ
を
Ｕ
’
ま
す
と
い

ろ
ん
な
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
。

と
に
か
く
1
5
年
以
Ｌ
生
き
ら
れ
る
忠
粁

さ
ん
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

血
液
透
析
自
体
だ
け
で
も
人
き
な
進
歩

か
あ
り
ま
す
が
、
幾
つ
か
の
問
。
題
も
あ

る
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
。
去
年

の
４
月
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
必

要
が
あ
っ
て
、
今
透
析
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
の
今
併
症
に
ど
い
う
も
の
が
あ

る
か
、
ど
の
様
に
変
遷
し
て
い
っ
た
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
。
外
シ
ャ
ン
ト
は

今
で
は
ご
く
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
が
。

そ
れ
に
起
因
す
る
敗
血
症
が
な
く
な
り

ま
し
た
し
。
そ
れ
か
ら
週
３
川
の
透
析

を
行
な
う
様
に
な
心
で
か
ら
、
カ
リ
ウ

ム
中
毒
と
い
う
の
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
消
毒
の

方
法
が
Ｌ
人
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
か
ら

過
敏
症
と
い
う
の
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
中
心
は
リ
ン
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
比
較
的
良
く
て
。
ア
ル

ミ
ゲ
ル
を
投
与
す
る
と
い
う
こ
と
が
な

け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
問
町
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
腎
性
貧
血
は
。
ヘ
マ
ト
ク

リ
ッ
ト
を
Ｌ
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
9
9
％
の
方
が
解
決
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ミ
ロ
イ
ド

症
で
首
の
骨
が
崩
れ
て
き
て
、
下
ｔ
身

が
麻
峰
し
て
く
る
と
い
う
破
嶼
性
の
脊

唯
関
節
症
、
カ
ル
シ
ウ
ム
リ
ン
代
謝
異

常
に
砿
づ
く
剛
甲
状
腺
機
能
几
進
症
。

Ｂ
型
肝
炎
は
少
し
下
火
で
す
が
、
そ
れ

に
対
し
て
．
Ｃ
型
肝
炎
と
Ｉ
河
う
の
が
問

題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
て
、
今
後
エ

イ
ズ
の
感
染
が
ど
の
よ
う
に
な
・
て
い

く
か
、
動
脈
硬
化
を
押
え
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
、
内
シ
ャ
ン
ト
が
ど
う

な
っ
て
い
く
か
、
悪
性
腫
嘲
が
多
発
す

る
と
言
う
が
実
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か

等
に
っ
い
て
、
私
な
り
に
考
え
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
選
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
そ
の
１
－

　

内
シ
ャ
ン
ト
を
U
J
て
み
ま
す
と
。
こ

れ
は
私
ど
も
の
症
例
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
３
０
２
例
中
こ
こ
で
も
内
シ
ャ

ン
ト
の
肖
ｆ
術
を
受
け
ら
れ
た
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
･

　
-
b
f
性
の

方
で
小
柄
で
、
動
脈
も
静
脈
も
細
い
と

い
う
方
が
何
回
か
手
術
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
*

i
n
i
ｒ
、
1
0
甲
に
な
っ
て

く
る
と
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
血
管
そ

の
も
の
が
傷
ん
で
き
て
、
手
術
す
る
率

は
高
く
な
り
ま
す
。
1
5
年
透
析
を
受
け

た
方
6
3
人
の
う
ち
3
8
％
が
、
再
１
術
を

受
け
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
逆
に
言

う
と
6
2
％
の
方
が
受
け
な
く
て
も
よ
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
今
の
患
者

さ
ん
の
血
瞥
は
非
常
に
長
持
ち
す
る
と

思
い
ま
す
'
　
ｍ
３
川
と
す
る
と
叫
に
１

４
４
・
回
で
す
か
ら
も
う
３
Ｆ
川
位
穿
刺

を
受
け
て
い
る
わ
け
で
。
血
悴
け
艮
く

持
つ
と
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
ど
う
し
て

も
自
分
の
血
管
で
は
駄
‐
で
。
人
Ｋ
血

管
の
割
〈
‥
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
と
、

こ
こ
か
ら
医
者
や
患
者
さ
ん
の
考
え
万

が
変
わ
っ
て
く
る
昧
に
思
わ
れ
ま
す
。

私
も
外
科
医
で
す
か
ら
、
人
Ｋ
血
管
の

ｆ
術
は
行
い
ま
す
が
。
や
は
り
こ
の
時

－８－



か
東
た
ら
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
に
し
た
か
が
良
い

か
と
思
い
ま
Ｉ

　

例
え
ば
6
7
歳
の
川
性

で
あ
り
ま
す
が
．
腎
Ｆ
Ｉ
か
池
み
内
シ
ャ

ン
ト
を
什
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
内

シ
ャ
ン
ト
が
で
き
る
様
な
血
管
で
な
か
っ

た
為
、
現
在
は
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
で
行
っ
て
い

て
、
元
乱
で
あ
り
ま
す
．

　

シ
ャ
ン
ト
等
の
ト
ラ
ブ
ル
を
七
え
た

場
ぺ
日
、
も
う
．
心
の
選
択
と
し
て
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｄ
を
私
ど
も
は
承
知
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
歴
史

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
歴
史
は
貰
は
占
く
て
1

9
2
3
～
｛
昭
和
初
｝
に
ド
で
ツ
の
医

ｉ
ｓ
が
間
欠
的
に
行
っ
て
い
る
記
録
が
あ

り
ま
す
。
我
々
も
昭
和
1
6
.
4
7
印
位
ま

で
間
欠
的
な
腹
膜
層
流
と
い
う
も
を
や
っ

て
ま
し
た
が
、
1
9
7
5
年
に
な
り
ア

メ
リ
カ
の
２
人
の
咤
筰
が
継
続
的
に
腹

膜
瀧
流
を
や
っ
て
い
け
ば
、
血
液
透
析

を
週
２
－
３
川
す
る
と
同
じ
く
ら
い
の

有
効
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
論
的

に
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
ａ
-
時
は
あ
ま

り
他
の
方
に
関
心
を
得
る
こ
と
が
出
火

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
２
人
は
、
1
1

9
7
6
年
に
臨
床
応
用
を
や
っ
て
。
。

定
の
効
ｍ
｀
を
出
し
て
1
9
7
8
年
に
こ

の
方
法
を
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
と
名
付
け
ま
し
た
。

凧
卵
と
思
い
ま
す
が
．
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
Ｃ

は
コ
ン
ー
・
乙
テ
フ
ス
と
い
う
冲
続
と
り
り

心
味
で
『
Ａ
は
ア
ン
ビ
ラ
ン
ス
歩
行
可

能
、
Ｐ
は
腹
股
、
Ｄ
は
透
析
、
つ
ま
り

連
縦
歩
行
吋
能
腹
膜
透
析
と
い
う
こ
と

で
す
が
。
厚
生
省
の
診
班
報
酬
制
度
の

巾
で
は
、
辿
続
携
行
式
腹
股
漂
流
と
訳

さ
れ
て
い
■
Ｗ
-
w
"
'

―
ｓ
i
i
^
x
J
ｒ
-
に
力
十

ダ
↑
へ
の
医
i
i
-
は
、
今
ま
で
潅
流
破
を
入

れ
る
容
器
は
ガ
ラ
ス
ビ
ン
で
し
た
が
、

こ
れ
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
バ
ッ
ク
に
す

る
こ
と
に
よ
り
。
ま
る
め
て
お
腹
に
腹

帯
と
し
て
は
め
こ
ん
で
お
く
と
い
う
一
一

と
で
。
腹
膜
炎
を
激
減
さ
せ
た
と
い
う

功
績
が
あ
り
ま
す
。
‐
本
で
の
臨
床
例

は
、
1
9
8
0
年
頃
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
透
析
効
率
を
、
血
液
透
析

と
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
比
較
し
た
場
＜
z
-
　
-
４
=
確

に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

結
綸
と
し
て
'
!
;
]
"
い
ま
す
と
、
小
さ
な
分

’
ｒ
敵
の
も
の
は
血
肢
透
析
が
良
く
、
大

き
い
分
Ｔ
歌
の
も
の
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
が
収

れ
る
。
で
す
か
ら
．
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
で
小
さ

い
分
＜
-
e
S
の
も
の
を
血
液
透
析
と
同
じ

位
取
る
に
は
、
バ
ッ
ク
交
換
を
頻
繁
に

す
れ
ば
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
へ
の
選
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
そ
の
２
ｊ

　

今
の
と
こ
ろ
で
呻
則
的
に
は
糖
の
痍

度
が
１
・
５
Ｅ
Ｊ
の
液
１
・
５
９
か
２
ｅ

を
３
川
使
い
ま
す
と
。
こ
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
糖
の
7
3
％
が
吸
収
さ
れ
ま
し

て
、
そ
れ
だ
け
で
５
１
２
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
は
、

も
う
１
つ
の
特
徴
と
し
て
。
食
べ
な
く

て
も
約
１
食
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給

で
き
ま
す
か
ら
、
少
し
食
欲
か
無
く
な

る
と
い
う
こ
と
と
、
太
っ
て
く
る
、
ま

た
。
お
腹
を
洗
う
こ
と
で
少
し
蛋
白
質

が
抜
け
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

透
析
効
梁
に
つ
い
て
は
、
血
液
透
析

と
完
全
に
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
少
の
特
徴
か
あ
る
と
い
う
こ
と
を
記

憶
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ど
ん
な
時
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
を
行
う
か
と
巾

し
ま
す
と
、
シ
ャ
ン
ト
が
ど
う
も
う
ま

く
い
か
な
い
。
人
．
Ｌ
血
管
を
使
っ
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
、
と
い
う
場
合
に
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｄ
を
ち
え
ま
す
。
後
は
、
血
液
透

折
中
に
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
り
、
不

整
脈
を
起
こ
し
て
心
臓
が
苦
し
い
等
、

い
わ
ゆ
る
血
液
透
析
の
困
難
症
の
方
は
、

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
し
て
い
っ
て
最
後
は
、

腎
移
哨
で
す

　

社
会
復
帰
を
是
非
し
た

い
と
い
う
方
は
、
こ
の
方
法
が
良
い
と

思
わ
れ
ま
す
、

　

病
院
に
通
院
ず
る
の
が
人
変
だ
と
な

れ
ば
、
こ
の
場
合
も
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
み
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

手
術
か
ら
導
入

　

Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
行

え
な
い
場
＜
z
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

何
か
の
理
山
で
大
腸
の
手
術
を
し
て
人

に
肛
門
の
あ
る
方
、
バ
ッ
ク
交
換
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
性
格

的
に
チ
ヤ
ラ
ン
ポ
ラ
ン
な
方
、
そ
の
こ

と
を
理
解
出
来
な
い
方
。
腰
が
痛
い
方
、
９

の
う
胞
腎
の
方
、
下
腹
部
の
手
術
を
行
っ

て
い
る
方
は
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
下
腹
部
の
手

術
、
婦
人
科
の
手
術
。
大
腸
J
B
腸
。

ひ
ど
い
腹
膜
炎
を
お
こ
し
た
よ
う
な
場

合
は
、
腹
膜
が
傷
ん
で
い
る
の
で
よ
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
『
胆
嚢
、
胃
の
手
術

を
し
た
方
は
問
』
な
い
と
思
い
ま
す
。
）

　

腹
膜
は
、
肌
純
な
薄
い
膜
だ
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
電
子
顕
微
鏡
で

見
ま
す
と
。
ボ
ツ
ボ
ツ
し
て
き
れ
い
に

穴
が
あ
い
て
い
て
、
絨
毛
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
腹
膜
炎
を
お
こ
す
と
赤
血
球
が

制
り
、
穴
を
窒
ぐ
よ
う
に
し
て
し
ま
い



ま
す
。

　

お
腹
の
中
に
液
体
を
入
れ
て
。
一
定

期
間
を
お
い
て
廃
液
し
て
。
又
入
れ
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
と
り
ま
す
か
ら
、

ど
う
し
て
も
お
腹
の
中
に
管
を
入
れ
る

と
い
う
手
術
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

お
腹
は
。
皮
膚
と
皮
下
脂
肪
を
取
っ

て
し
ま
う
と
。
腹
中
筋
、
腹
央
筋
と
か
、

脂
肪
の
厚
い
方
は
ｆ
術
が
難
し
い
の
で

す
。
ｆ
術
の
時
は
、
お
へ
そ
の
近
く
に

あ
る
太
い
動
脈
を
使
い
ま
す
か
ら
、
外

科
医
は
こ
の
血
管
に
注
意
し
な
が
ら
手

術
を
行
な
い
ま
す
。

　

ｆ
術
は
原
則
と
し
て
。
励
所
麻
酔
で

行
な
い
５
四
位
切
っ
て
、
お
腹
の
中
に

入
る
カ
テ
ー
テ
ル
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
人
に
合
っ
た
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
っ

て
そ
こ
か
ら
水
が
漏
れ
て
く
る
と
困
り

ま
す
か
ら
、
Ｆ
寧
に
注
意
し
て
縫
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。
大
体
2
0
分
位
で
終
わ

る
こ
と
が
、
通
常
で
す
。
ｆ
術
を
受
け

た
後
、
当
然
痛
み
か
発
生
し
ま
す
。
こ

の
場
介
は
、
そ
の
人
に
応
じ
て
痛
み
Ｊ
ｔ
‘

め
を
使
川
し
ま
す
。
す
ぐ
に
。
廃
液
を

行
な
う
と
蔽
が
漏
れ
て
き
ま
す
。
１
回

に
ｌ
ｅ
Ｉ
２
ｅ
と
い
う
こ
と
で
、
腹
圧

が
か
か
り
ま
す
か
ら
。
す
ぐ
に
は
使
え

ま
せ
ん
の
で
少
し
ず
つ
多
く
し
て
い
っ

て
人
体
―
B
l
川
位
で
。
間
欠
腹
膜
潅
流

に
し
ま
し
て
、
２
週
川
位
か
ら
。
本
格

的
に
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
行
な
い
ま
す
。
今
で

は
．
Ｉ
週
間
5
t
!
ｔ
ｏ
(
で
本
格
的
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
。

今
の
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
が
良
い
為

傷
が
し
っ
か
り
治
る
こ
と
か
ら
い
え
る

こ
と
で
す
。

　

竹
さ
ん
の
中
で
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
希
望
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
。
そ
れ
を
行

な
っ
て
い
る
施
設
を
探
さ
な
け
ら
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
院

内
体
制
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
が
爪
婆

に
な
っ
て
き
ま
す
。
大
抵
の
所
は
、
透

析
セ
ン
タ
ー
、
腎
病
棟
、
腎
臓
外
兪
を

も
っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
透
析
を
受

け
て
い
な
い
か
が
新
し
く
ど
ら
ら
か
選

択
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
内
シ
ャ

ン
ト
も
も
っ
て
い
た
方
が
良
い
で
す
か

ら
、
内
シ
ャ
ン
ト
す
る
状
態
の
い
い
方

で
あ
れ
ば
。
内
シ
ャ
ン
ト
の
ｆ
術
は
外

火
で
も
出
恥
ま
す
し
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
先
樫
申
し

卜
げ
た
手
術
を
し
て
、
２
、
３
週
間
後

に
退
院
と
い
う
様
に
も
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
後
。
人
切
な
の
は
自
己

管
理
の
意
味
合
い
の
強
い
唇
術
で
す
か

ら
。
そ
の
病
院
が
緊
急
事
態
に
ど
う
対

心
す
る
か
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
院

期
間
と
し
て
は
、
４
週
間
程
度
見
た
方

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
特
徴

　

も
う
１
つ
特
徴
的
な
の
は
。
血
液
透

析
か
ら
何
か
の
理
由
で
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
侈

る
と
い
う
方
は
ほ
と
ん
ど
尿
量
が
無
に

近
い
で
す
か
、
尿
が
8
0
0
1
1
0
0

0
ぼ
出
て
い
る
様
な
状
態
で
透
析
療
法

を
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
か
ら
始
め
る
と
、
ど
う
も

尿
敏
の
保
持
と
い
う
こ
と
に
閔
し
て
は
、

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
方
が
血
液
透
析
よ
り
は
る

か
に
良
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
ａ
日
。
何
を
食
べ
て
も
、

い
く
ら
飲
ん
で
も
い
い
と
胃
っ
て
い
ま

し
た
が
。
確
か
に
食
嘔
制
限
は
血
液
透

析
に
比
べ
る
と
あ
る
程
度
自
由
で
す
が
。

水
分
に
つ
い
て
’
［
い
ま
す
と
１
人
1
0

0
0
1
1
5
0
0
∝
の
水
分
を
摂
れ
ま

す
か
ら
、
血
液
透
析
は
摂
っ
た
と
し
て

も
週
３
回
し
か
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｄ
は
紅
‐
で
す
か
ら
水
分
の
制
限

は
非
常
に
楽
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
1
0
～
川
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
思
抒
さ
ん
を

Ｕ
‘
て
み
ま
す
と
『
リ
ン
。
カ
ル
シ
ウ
ム
。

塩
分
、
そ
う
い
う
も
の
も
や
は
り
血
液

透
析
を
受
け
て
い
る
方
と
同
じ
く
ら
い

制
限
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
１
つ
杵
さ
ん
に
よ
く
覚
え
て
も
ら

い
た
い
の
が
、
皆
さ
ん
が
血
液
透
析
を

受
け
て
い
ら
れ
る
と
し
て
、
例
え
ば
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
が
透
析
前
に
９
・
５
位
で

４
時
間
で
４
・
５
位
に
短
時
間
で
下
が

り
ま
す
。
こ
れ
は
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
だ
け

で
な
く
て
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
、
リ
ン
等
も
下
が

り
ま
す
。
即
ち
血
液
に
溶
け
て
い
る
電

解
質
と
い
う
も
の
は
。
急
激
に
変
化
す

る
わ
け
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
血
液
透

析
に
入
っ
た
間
も
な
い
方
は
、
不
均
衡

症
候
群
と
い
っ
て
、
非
常
に
不
愉
快
な

思
い
を
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
対
し

て
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
辿
続
的
に
行
な
い
ま

す
か
ら
。
少
な
い
変
化
量
で
透
析
さ
れ

ま
す
。
体
液
の
環
境
が
大
体
一
定
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
で
。
そ
う
い
う
意
喋

で
は
非
常
に
穏
や
か
な
治
療
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
実
際
に
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
に
入
っ

た
方
々
で
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
ど
う
変

化
す
る
と
一
回
い
ま
す
と
。
あ
る
例
で
お

話
し
す
る
と
シ
ャ
ン
ト
が
駄
‐
に
な
っ

て
１
年
岫
に
悶
欠
腹
膜
潅
流
に
た
っ
て

頂
い
た
の
で
す
が
。
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が

少
し
ず
っ
高
く
な
っ
て
2
0
ま
で
Ｌ
昇
し

ま
し
た
『
そ
れ
で
こ
こ
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ

を
始
め
て
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
落
ち
袴
き

ま
し
た
。
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
1
0
－
1
2
と

一
定
で
。
ま
た
Ｂ
Ｕ
Ｎ
等
も
同
様
に
い

い
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
よ
・
つ
で
す
。
で

０－－



す
か
ら
、
児
程
の
小
分
"
i
-
の
も
の
も
。

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
だ
か
ら
小

さ
い
と
い
っ
て
も
。
そ
れ
程
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
れ
は
。
５
年

前
の
デ
ー
タ
な
ん
で
す
か
。
こ
れ
で
気

が
付
く
こ
と
は
安
心
し
て
食
事
が
出
火
、

水
も
飲
め
る
と
い
う
こ
と
か
ら
非
常
に

食
欲
が
進
み
ま
し
て
、
杵
さ
ん
ヘ
マ
ト

ク
リ
ッ
ト
が
ｈ
が
っ
て
求
て
い
る
こ
と

に
よ
り
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
貧
血
の
改

浮
と
い
う
こ
と
が
、
一
百
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
血
消
蛋
自
が
ど
う
な
る
か
と
い

う
の
が
問
閣
に
な
り
ま
す
。
血
液
に
は

ア
ル
ブ
ミ
ン
と
い
う
、
分
ｆ
量
が
４
万

５
ｒ
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

血
液
透
析
で
は
殆
ど
取
れ
ま
せ
ん
が
、

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
取
れ
ま
す
。
こ
れ
は
1
0
年

行
な
っ
て
い
る
患
l
i
e
さ
ん
で
す
が
、
確

か
に
蛋
自
は
抜
け
ま
す
が
、
そ
れ
程
爪

人
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

但
し
、
腹
膜
炎
を
起
こ
す
と
た
く
さ
ん

の
血
済
蛋
白
が
失
わ
れ
ま
す
。
又
、
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
に
戻
り
ま
す
が
、
５
年
以

上
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
思
者
さ
ん
が
1
5
人
い

ま
し
て
、
1
5
年
た
っ
て
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

が
1
0
で
す
か
ら
。
腎
不
全
の
患
嗇
さ
ん

と
し
て
は
い
い
と
こ
ろ
に
Ｊ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
。
べ
１
夕
２
に
っ
い
て
お
話
し

し
ま
す
と
。
‘
几
程
申
し
Ｌ
げ
た
通
り
分

Ｆ
駄
が
１
万
ｌ
v
＾
o
o
'
Ｃ
で
比
較
的
分
■
w
.

と
し
て
は
人
き
い
も
の
で
す
。
最
近
で

す
と
。
私
ど
も
患
ｉ
ｃ
さ
ん
で
も
ベ
ー
ダ

２
Ｍ
Ｇ
が
ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
か
と

人
変
気
に
し
ま
す
が
、
作
目
の
患
l
i
e
さ
ん

は
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
、
ヘ
マ
ト

ク
リ
ッ
ト
く
ら
い
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
闘
始
す
る
と
恕
§
i
さ

れ
た
通
り
ベ
ー
ダ
２
が
ド
が
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
が
ｆ
根
幹
症
候
群
や
透
析
ア

ミ
ロ
イ
ド
シ
ー
ス
に
関
係
す
る
わ
け
で

す
が
。
た
だ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
や
・
『
て
い
て

も
手
根
幹
症
候
群
。
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド

シ
ー
ス
が
無
く
な
る
か
と
、
ど
う
も
無

く
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
腎
機
能
が
一

常
な
方
の
ベ
ー
ダ
２
は
Ｏ
・
５
Ｉ
Ｉ
・

０
で
す
が
。
今
ど
ん
な
方
法
を
と
っ
て

も
、
1
0
以
下
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

為
に
手
樅
管
症
候
群
か
起
き
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
値
が
低
く
な
れ
ば
低

い
ほ
ど
発
生
を
遅
く
す
る
こ
と
は
。
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

改
善
さ
れ
て
き
た
腹
膜
炎

　

次
に
腹
膜
炎
に
っ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
バ
ッ
ク
交
換
し
た
後
の
鹿
液
を
見

る
と
バ
ッ
ク
の
文
字
が
全
く
見
え
な
い

状
態
に
な
り
ま
十
、
こ
れ
が
腹
膜
炎
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
今
ま
で
は
発

生
す
る
頻
度
が
非
常
に
臨
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
で
は
極
端
に
少
な
く
な
り

ま
し
た
、
そ
の
程
度
を
示
し
た
も
の
で

す
が
、
破
初
は
1
0
ｙ
月
に
１
川
と
か
Ｈ
ヶ

月
に
１
川
を
い
う
こ
と
で
し
た
が
今
で

す
と
3
0
、
4
0
ヶ
月
に
１
川
と
い
う
く
ら

い
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
で
も
中
に
は

何
川
も
起
こ
す
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。

何
回
も
起
こ
す
万
で
操
作
に
間
題
の
あ

る
方
は
、
い
ろ
い
ろ
弓
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
腹
膜
炎
、
こ

れ
は
廃
液
の
濁
り
で
す
ぐ
判
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
管
を
お
腹
の
中
に
入
れ
る
時
、

カ
テ
ー
テ
ル
が
皮
膚
か
ら
出
て
恥
る
と

こ
ろ
は
祝
物
と
ど
う
し
て
も
接
し
ま
す

か
ら
、
ジ
メ
ジ
メ
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
感
染
す
る
こ
と
も
困
る
の
で
す
が
。

廃
液
が
濁
・
た
時
に
カ
テ
ー
テ
ル
の
川

口
感
染
が
あ
る
か
な
い
か
に
よ
っ
て
随

分
違
っ
て
き
ま
す
。
滋
恵
医
大
の
川
口

先
生
の
と
こ
ろ
で
昨
年
発
襄
に
な
っ
た

の
を
持
っ
て
き
た
の
で
す
が
。
3
4
ヶ
月

に
Ｉ
回
発
生
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

２
年
ｔ
に
Ｉ
川
程
度
し
か
起
こ
さ
な
い
。

こ
れ
は
太
田
和
夫
先
生
の
で
す
が
。
4
1
ヶ

月
に
１
回
起
き
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
。

こ
の
中
間
に
あ
り
ま
す
が
。
こ
れ
か
ら

は
個
人
芹
が
人
き
く
、
頻
繁
に
起
・
一
十

人
も
い
ま
す
。
・
一
う
い
う
方
は
『
肖
べ

院
し
て
教
育
す
る
か
、
ｉ
め
て
限
き
ま

す
何
度
も
い
い
ま
す
が
、
自
分
で
行

わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
ら
、
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｄ
は
人
院
し
て
と
い
う
場
４
日
も
あ

り
ま
才
か
、
そ
れ
だ
と
本
当
の
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｄ
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
家
で
や
る
、

職
場
で
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
そ
れ
が
、
自
分
の
性
格
に
あ
っ
て

い
る
か
が
爪
昏
と
な
り
ま
す
、
私
は
、

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
と
て
も
良
い
方
法
だ
と
思

い
ま
す
が
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
と
考
え
ま
す
。
鳥
い
吠
療
費
を
女
払
っ

て
治
療
を
受
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
ベ
ッ

ド
に
寝
て
４
、
５
時
間
光
生
、
看
護
婦

さ
ん
に
よ
ろ
し
く
頼
み
。
私
は
寝
て
る
。

或
い
は
テ
レ
ビ
を
見
て
る
と
い
う
考
え

方
の
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
血
液
透
析
を
受
け
て
い
て
も
。
先
生

で
も
看
護
婦
さ
ん
で
も
計
器
類
を
動
か

す
と
、
と
て
も
心
配
で
見
て
ら
れ
な
い
、

自
分
の
方
が
よ
り
知
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
余
計
な
こ
と
は
し
な
い
で
欲
し
い
と

い
う
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
こ
の
く
ら

い
ナ
ー
バ
ス
で
あ
る
の
で
し
た
ら
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｄ
を
行
な
っ
た
方
が
良
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
少
し

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
、

11



Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
べ
Ｌ
で
時
間
か
か
か
ら
な
い

‐
ご
り
・
。
・
こ
・
て
に
あ
り
ｔ
せ
ん
し
、
汗

八
し
ミ
廃
液
し
て
、
川
心
し
て
レ
ー
い

・
つ
糾
り
４
　
・
Ｉ
Ｍ
に
測
分
か
か
‥
た
と
し

て
、
二
わ
を
Ｉ
‥
‥
‥
に
Ｉ
～
』
ａ
川
十
る
わ

ｔ

換

ヽ
ｊ
丿
ら

ｙ

－

１

Ｉ
Ｉ
Ｉ

十

か

↓Tﾉ

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
ヤ
ハ
″
ヶ
交

一
り
1

-

■
-i
時
川
か
か
り

・
・
わ
を
１
‐
ふ
休
-
J

も

１
f.'

６
５
‐
’
り
々
ら
わ
け
て
十
か
・
に

ふ
～
五
ろ
に
間
Ｊ
λ
侍
、
川
Ｔ
に
々
る

リ
か
い
ｔ

九
大
彰
―
」
な
け

・
・
れ
を
続
け
た
た
け
て

れ
け
な
・
‐
い
な
い
レ
『
思
い

ま
す

　

し
・
ら
ら
に
し
て
‐
７
い
吟
法
で

す
が
、
そ
力
特
徴
を
い
か
に
活
か
し
て

’
り
『
か
か
巾
要
レ
ー
な
り
ま
す

h

は

涌
景
山
医
ｉ
ｃ
Ｃ
役
削
で
す
が
．
腹
悛
炎

を
起
一
一
し
た
．
．
さ
あ
れ
変
だ
」
と
い
Ｉ
コ

1
　
I
a
1
て
札
１
物
質
４
　
・
使
い
ま
す
が
、
削

を
使
・
ン
帽
レ
一
の
く
］
い
の
明
間
っ
か

う
か
レ
ー
い
う
・
こ
・
．
か
な
か
な
か
難
し
い

じ
こ
一
乙
で
十

　

そ
れ
か
ら
癒
衿
か
あ
る

か
ｙ
り
か

ゐ
様
に
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の

盾
う
敵
ｄ
吻
膜
人
で
十
か
『
師
人
ｙ
ｙ
か

人
ぎ
い
と
い
■

ｒ
　
1
　
I
-
'
.

I
を
。
Ｌ
う
レ
し
な

で
き
な
け
れ
は
け
ら
な
レ
レ
ー
思
い
ま
す

　

次
に
．
．
ロ
歳
ｔ
て
、
6
5
歳
ｔ
で
．
6
5

歳
以
Ｉ
‐
り
々
て
八
ま
Ｉ
レ
ー
『
口
め
た

叩
し

山
か
Ｉ
い

り
卜
・
ノ
ダ

４

か
‘
Ｈ
ｔ
し
て
り
テ
ー
テ

、
㈹
校
卜
、
、
・
‐
分
に
に

人
‥
わ
々
い
と
い
う
心
川
的
な
ｙ
恢
ご
庄

め
た
べ
ｔ
い
ｔ
十
し
．
憑
柘
‥
頃
か
心
ｙ
４
　

い
と
い
う
理
由
Ｉ
か
あ
り
ま
す

　

除
水
量
が
低
下
す
る

　
　
　
　
　
　

問

　

題

　

点

そ
れ
か
こ
Ｌ

ヅ
八
’

心
伯

哨
き
た
い
の
で
Ｉ
１
　
。
ヒ
ら
し
て
氷
が

収
れ
る
か
-
1
1
　
■
　
｡
r
＾
p
-

-
ｐ
　
■
≪
　
｡
-
｡

_
>
｡
に
坦

を
か
れ
ろ
と
、
う
ノ
り
乙

川
て
溶
け
て
い
き
ｔ
十
が
。
二
れ
り
同

し
F

U
l
て
・
柿
休
力
中
に
ブ
ト
丙
糖
の
_
-
■

"

た
液
を
ぺ
わ
・
ろ
乙
・
、
ぞ
山
ブ
ト
ウ
帖
‐

~
'
＾
'
＊
~
'
j
f
て
木
分
か
出
て
：
ろ
わ
け
て
申

て
ナ
か
ら
、
Ｉ
ニ
ａ
¨
‥
カ
デ
キ
ス
ト
ロ
ー

ズ
液
を
２
ｅ
１
時
川
ぺ
わ
る
し
一
そ
白
？
、

は
２
０
０
－
２
５
０
Ｅ
の
木
が
収
れ
ま

す

　

り
1
　
■
　
I
C

-
-
の
チ
キ
え
ト
ロ
ー
ス
液

を
使
い
ま
す
と
．
岬
通
の
人
は
３
０
０

ヽ
ｌ
ｏ
ｏ
］
収
れ
ま
十

　

Ｉ
ニ
‘
ご
‥
に

な
り
ま
す
レ
ー
８
ｏ
ｎ
’
１
０
０
０
７

氷
が
．
収
わ
ま
す

　

こ
の
力
は
血
液
透
附

を
1
2
‘
～
０
　
々
い
ま
し
て
、
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
に

Ｌ
へ
・
い
だ
の
で
す
が
．
６
り
７
ヶ
‐
り
粁
過

し
た
時
点
て
デ
ー
夕
を
腿
た
の
て
す
が
．

例
え
は
１
・
２
５
・
．
の
液
を
１
・
５
い

Ｉ
叫
川
．
お
㈹
に
へ
れ
て
お
き
ま
す
と
．

叫
涌
は
。
８

り

0
０
１
９
０
０
取
れ
ｔ
干

、
‐
ふ
し
は
５
０
０
に
し
か

な
’
。
て
Ｉ
ま
し
た

｣μ

れ

な

　

こ
れ
も
そ
の
し
の
経
迦
で
Ｉ
か
、
最

初
は
た
■
　
■
'
>
'
ん
収
れ
た
山
で
す
か
『
痍

度
白
｛
い

れ

ば

ｔ

液
を
使
川
し
て
ｔ
た
ん
た
ん

な

じ
Ｉ
’
り
し

何
回
も

の

.〃

繰

て
」
ま
い
ま
し
た

　

’
一

か
り
い
Ｉ
い
ま
す
レ
ー
１
つ

り
八
子
収
膜
炎
か
原
因
な

jな

ｊ
カ

　

ｉ
ｈ
‐
り
１

は
伺
り

し
一
動
脈
綬
化
か
心
元
木
ヘ
リ

抜
け

が
忠
で
々
・
ご
、
く
る
力
て
け
々
い
か
と

推
測
さ
れ
ｔ
十

　

て
す
が
ら
、
Ｃ
Λ
Ｐ

Ａ
Ｐ
Ｄ
山
腹
膜
灸
は
．
細
苗
感
染
で
起

’
i
:
ｒ
-
Ｗ
十
か
ら
．
そ
の
バ
．
ヶ
交
掩
か

．
壽
問
題
で
し
て
誤
り
を
起
－
一
さ
な
い

ほ
に
す
る
1
　
M
l
か
た
切
に
な
っ
て
き
ま

Ｉ

　

し
か
し
~
-
-

―

-
t
？
や
る
こ
と
で
す

か
ら
そ
れ
は
な
か
な
か
・
.
-
■
■
ｗ
く
杓
か
な

こ
し
一
も
も
り
ま
十
し
．
Ｉ
Ｏ
Ｏ
‰
完
乙
ド

な
’
一
と
を
い
ン
ｈ
い
っ
む
ｈ
す
る
わ
け
に

は
い
き
ｔ
せ
ん
か
Ｉ
≒
川
違
い
て
も
川

ｓ
を
起
・
・
さ
な
い
シ
＞
'

'
テ
ム
を
什
る
べ

き
で
、
例
え
ば
誤
っ
た
操
り
を
し
た
ら

昨
勣
し
々
い
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば
．

感
染
は
世
ニ
ら
な
い
と
思
い
ま
十

　

そ

れ
か
ら
防
御
は
円
ｆ
と
い
う
の
が
問
ｗ

で
し
て
、
当
叫
一
の
こ
し
・
で
す
が
デ
ー
タ

を
ｎ
;
■
'
て
み
ま
す
Ａ

t
"
患
ｋ
:
さ
ん
の
栄

*
ｔ
状
態
〕
世
い
孔
に
起
き
て
い
ま
十

　

最
近
の
憑
析
液
で
す
が
．
１
「
ば
ト

分
な
蛋
白
を
収
い
て
も
ら
・
こ
状
態
が

忿
け
れ
↓
‥
と
Ｉ
り
せ
お
腹
の
中
に
水
を
人

れ
る
の
で
す
か
’
≒
ア
ー
ノ
酸
を
入
れ

- －べ
。
便
二
八
’
る
血
液
也
析
Ｊ
腹
膜
″
″
流

の
心
で
十
か
、
私
は
’
1
1
一
1
1
2
～
で

Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
の
＊
'
£
＾
"
-
v
＾
'
"
'
―
'
■
*
”
れ
「
り

で
力
で
け
な
い
か
a
i
思
い
ま
十

　

そ
れ

Ｄ
力
．
冊
山
’
問
題
は
じ
除
氷
Ｍ
か
低
ト

　

ー
．
こ
バ
．
々
心
人
換
の
シ
ス
テ
ム
か
も
っ
し

ｊ
る
こ
レ
」
を
じ
Ｉ

－
―

－

･ Ｗ

々

ｒ
Ｉ

ｔ

か

ﾐ〃=

ｊ

ぎ
な
い
か
と

そ
二
で
、
Ｃ

ｉ

と
良
^
■
＜
'
Ｋ
>
の
で
は
な
い
か
と
世

い
ま
す

２



　

そ
う
い
う
I
)
と
で
す
か
ら
腹
膜
炎
は
．

6
0
ヶ
月
に
１
川
程
度
と
少
な
く
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
弓
え
ま
す
．
カ

テ
ー
テ
ル
で
す
が
、
あ
っ
ち
向
い
た
り
．

こ
っ
ち
向
い
た
り
し
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
．
今
で
は
放
っ
て
お
い

て
も
戻
る
の
が
８
剛
位
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
．
そ
れ
か
ら
復
膜
機
能
の
中
で

１
つ
は
水
を
収
る
機
能
、
溶
質
を
収
る

機
能
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
経
年
的

に
低
ド
を
認
め
た
と
μ
い
て
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
ま
し
て
、

臨
床
的
に
は
介
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
『
．

そ
れ
よ
り
も
、
む
し
る
除
水
吠
の
低
ド

と
い
う
こ
と
で
、
６
年
７
ヶ
Ｕ
の
患
*
ｃ

さ
ん
で
す
か
、
こ
の
方
は
最
初
の
頃
の

心
者
さ
ん
で
し
た
の
で
、
残
念
な
が
ら

何
川
か
腹
膜
炎
を
起
こ
し
た
り
し
ま
し

て
、
そ
の
様
な
こ
と
が
少
な
け
れ
ば
、

1
0
年
程
度
は
人
丈
友
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
．

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
適
す
る
患
者

　

よ
り
完
食
に
、
吐
会
復
帰
を
‐
指
す

心
者
さ
ん
、
通
常
の
シ
ャ
ン
ト
を
作
成

す
る
の
が
困
難
な
忠
者
さ
ん
、
血
液
透

折
が
不
適
肖
な
患
｀
ｎ
さ
ん
。
こ
の
様
な

力
が
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
患
者
さ
ん
に
適
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
腹
膜
が
駄
‐

だ
と
か
■
　
＾
Ｍ
.
の
概
念
を
理
解
し
て
い

な
い
と
か
、
後
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
切
っ

て
セ
ロ
テ
ー
プ
で
繋
ぐ
様
な
方
は
、
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｄ
に
は
適
し
ま
せ
ん
．
や
は
り
差

別
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

精
呻
的
な
問
ｍ
だ
と
か
、
性
佛
的
に
駄

‐
だ
と
い
う
人
は
向
か
な
い
と
思
い
ま

す
．
或
い
は
．
家
庭
環
境
が
艇
・
て
い

な
い
等
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
良
い
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｄ
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
．

　

ま
た
、
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
は
ず
っ
と
活
動
性

が
あ
り
ま
す
し
．
９
だ
と
‐
本
で
３
－

４
陸
や
っ
て
い
ま
す
か
、
バ
1
7
ク
交
換

の
バ
ッ
ク
は
旅
行
し
た
場
＜
z
で
-
r
Ｐ
、
旅

行
左
に
届
け
て
く
れ
た
り
し
ま
す
し
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
．
非
常
に
活
動
性

が
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
害

　

今
皆
さ
ん
の
受
け
ら
れ
て
い
る
血
液

透
折
の
問
．
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
．

’
一
れ
に
係
わ
る
医
４
と
し
て
は
一
乍
懸

命
や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
．
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
中

で
･
ｅ
液
透
析
よ
り
、
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
の
方
か

良
い
と
な
れ
ば
．
そ
ち
ら
の
万
に
移
行

す
る
と
い
う
柔
軟
性
な
考
え
方
を
、
杵

さ
ん
持
っ
て
い
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
『
‐
．

　

元
気
で
い
る
こ
と
が

　
　
　
　
　

治
療
に
報
い
る
事

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
．
生
命
を
維
持

す
る
為
に
ど
の
く
ら
い
お
金
を
使
っ
て

い
い
か
判
ら
な
い
の
で
す
が
．
あ
る
小

さ
な
川
舎
の
病
院
か
ら
電
話
が
掛
か
っ

て
き
ま
し
て
そ
ち
ら
の
病
院
に
う
ち
の

吋
か
ら
３
人
の
心
者
さ
ん
が
行
っ
て
い

ま
す
が
、
３
人
の
忠
i
l
C
さ
ん
の
血
液
透

析
を
こ
れ
か
ら
ず
・
と
続
け
た
ら
．
私

の
村
の
川
保
は
っ
ぶ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、

そ
の
患
者
さ
ん
を
お
宅
に
侈
し
て
く
れ

な
い
か
と
と
い
う
こ
と
で
．
私
は
激
怒

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
．
皆
さ
ん
は

生
き
て
行
く
権
利
は
勿
論
あ
り
ま
す
．

し
か
し
、
お
金
が
掛
か
る
と
い
う
の
は
、

事
実
で
す
．
で
す
か
ら
．
．
几
気
で
い
る

と
い
う
こ
と
が
こ
の
治
囃
に
報
い
る
１

つ
だ
と
思
い
ま
す
．
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

は
捨
て
れ
ば
い
い
の
で
す
が
．
復
膜
は

そ
の
様
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
長
続

き
し
な
い
と
駄
‐
で
す
が
、
そ
の
為
に

は
適
性
な
手
順
を
行
な
い
厦
膜
炎
を
起

さ
な
い
と
い
う
こ
と
、
い
く
ら
ん
飲
ん

で
も
濃
度
の
商
い
液
を
使
え
ば
ど
ん
ど

ん
水
が
収
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
楽
で

す
し
．
今
ま
で
飲
む
な
飲
む
な
と
言
わ

れ
た
の
が
．
ど
ん
ど
ん
飲
ん
で
い
い
わ

け
で
す
か
ら
。
し
か
し
。
潰
い
液
を
使

え
ば
復
膜
が
傷
む
ら
し
い
で
す
か
ら
注

愚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
血
液
透
析
以
Ｌ
に
自
己

管
躍
療
泌
で
あ
る
。
こ
れ
は
医
者
と
看

護
婦
に
任
し
て
お
く
と
い
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
か
ら
。
こ
れ
は
し
っ
か
り

や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
と
い
う
陳

な
お
話
し
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
先
程

か
ら
話
し
て
い
る
通
り
。
北
海
通
に
は

４
％
程
慶
し
か
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
心
ｔ
ａ
さ
ん

が
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
と
し
て
七
え

ら
れ
る
の
が
。
１
つ
は
医
者
が
継
験
が

あ
る
か
な
い
か
、
関
心
を
示
す
か
ど
う

か
、
も
う
１
つ
は
研
究
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ

の
多
い
と
こ
ろ
は
多
い
、
少
な
い
と
こ

ろ
は
少
な
い
と
い
う
様
に
、
こ
れ
は
全

国
的
に
そ
う
で
す
し
、
そ
れ
か
ら
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｄ
の
患
者
さ
ん
は
ど
う
し
て
も
週
に

３
川
病
院
に
東
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
為
孤
独
に
陥
り
ま
す
か
、
強
い
気
持

ち
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
う
私
が

お
手
伝
い
し
た
患
者
さ
ん
は
１
５
０
人

程
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
た
っ
た

１
人
だ
け
嫌
い
だ
と
い
う
人
が
い
ま
し

た
。
そ
の
人
は
旭
川
の
方
で
、
シ
ャ
ン

ト
が
悪
く
て
治
さ
せ
て
限
き
治
・
た
の

13－－



で
す
が
細
い
血
管
だ
っ
た
為
．
長
く
使

え
る
か
な
と
思
っ
て
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
し
た

方
か
良
い
の
で
は
な
い
か
と
勧
め
て
岬

人
し
た
の
で
す
が
．
や
は
り
駄
‐
だ
と

言
う
こ
と
で
止
め
ま
し
た
．
他
の
方
は
．

腹
膜
炎
等
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
Ｉ
回

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
を
行
な
い
ま
す
と
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ

の
み
が
い
い
と
聞
き
ま
す
．

　

も
う
１
つ
血
液
透
析
で
物
を
入
れ
る

と
す
る
と
、
ト
ラ
ン
ク
の
様
な
も
の
で

融
晒
性
が
あ
り
ま
せ
ん
．
融
通
性
が
無

い
代
わ
り
に
計
算
が
で
き
ま
す
．
ド
ラ

ｆ
ウ
エ
ｒ
卜
を
５
５
・
２
㎏
と
い
う
様

に
し
て
で
き
ま
す
し
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
ｔ
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
十
、

と
こ
ろ
が
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
風
Ｉ
敷
の
様
な

も
の
で
す
か
ら
仮
に
心
胸
比
を
と
っ
て

貼
て
も
、
そ
う
簡
県
に
は
い
き
ま
せ
ん

か
ら
私
は
．
嵐
Ｍ
‥
敷
と
い
う
考
え
し
で

行
く
と
た
い
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

‐
本
人
に
八
［
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
弓
え
ま
す
．

　

厚
生
省
は
．
血
液
透
析
の
安
定
し
て

い
る
患
者
さ
ん
の
検
介
料
を
ま
る
め
に

し
ま
し
た
『
こ
れ
は
如
何
に
も
透
析
が

氏
療
費
を
圧
迫
し
て
い
る
1
1
と
た
ろ
う

と
思
い
ま
才

　

私
ど
も
北
海
道
に
い
ろ

透
析
医
と
い
ら
の
は
、
従
必
か
ら
み
て

も
八
Ｅ
国
的
に
吃
て
も
外
れ
た
’
一
-
V
I
は
Ｌ

て
い
な
い
と
思
・
り
の
で
す
が
。
必
要
な

万
に
必
要
な
検
食
が
で
き
な
い
と
い
う

の
は
非
常
に
附
る
の
で
す
け
れ
と
も
、

そ
う
い
う
点
で
兇
ま
す
と
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は

医
療
点
数
は
低
い
（
安
い
）
で
す
。
で

す
か
ら
私
は
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
患
*
ｃ
さ
ん

の
み
が
血
液
透
析
の
患
者
さ
ん
Ｌ
り
心

配
で
す
べ
。
Ｉ
人
眼
令
に
心
抒
さ
ん
を

帰
し
ま
し
た
が
血
液
透
析
の
患
Ｘ
‥
さ
ん

と
は
週
に
３
回
･
i
Z
-
T
-
　
'
　
l
-
l
l
が
出
火
ま
十

か
ら
、
良
く
て
も
悪
く
て
も
会
え
ま
す

か
ら
女
心
で
す

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
心
膏
さ

ん
は
、
病
院
の
外
に
い
ま
す
か
ら
と
う

し
て
い
る
か
心
配
で
す

　

｝
Ｉ
省
か
ｔ

う
少
し
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
ろ
え
れ
ぱ
。

も
う
少
し
増
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
５
Ｆ
５
．
白
人
の
内
最

近
で
は
、
３
０
０
人
程
度
に
な
っ
た
し
・

い
う
こ
レ
ー
で
Ｉ
が
．
こ
れ
は
３
６
一
ａ
‐
一

Ｉ
‐
3
1
1
川
自
分
で
行
な
う
わ
け
で

　

　
　

す
か
ら
「
ぐ
・
り
た
ら
は
駄
‐
で
す

　

ま

た
奥
さ
ん
に
や
ら
す
レ
」
い
う
の
む
ｕ
２
－

３
印
は
や
ご
Ｉ
ヽ
れ
ま
す
が
．
そ
れ
以

ト
は
な
か
な
か
難
し
い
し
三
ろ
か
あ
り

ま
す
従
い
ま
し
て
、
自
分
自
身
で
や

る
べ
き
で
は
な
い
か
-
1
1
思
い
ま
す

　

ま

た
俺
は
５
午
生
き
ら
れ
れ
ば
い
い
し
・
い

■ｒ
-
＾
は
そ
れ
で
い
い
か
ｔ
Ｌ
れ
ま
せ
ん

し
か
し
そ
の
Ｌ
へ
か
．
ｒ
へ
涯
孤
独
な
Ｌ
へ
て
あ

れ
．
は
い
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
私
た
■
c
T

か
・
″
‥
え
な
い
の
は
．
と
ん
な
患
者
さ
ん

を
‐
)
i
て
も
ど
’
一
か
に
そ
の
人
の
・
一
と
を

心
配
す
る
人
が
い
ま
す

　

で
す
か
ら
、

患
者
さ
ん
に
勝
ｆ
に
し
な
さ
い
と
．
う
‥
え

な
い
の
は
そ
う
い
う
理
山
で
す
．
血
液

ｊ･。’，

“ｊ･

１
１

小
樽
フ
ロ

ツ
ク

透
析
を
順
糾
に
し
て
い
る
方
は
そ
れ
で

い
い
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
方
法
も
あ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
。
勉
強
し
て
お

い
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

■
　
1
と
で
、
今
川
お
話
し
さ
せ
て
叩
き
ま

し
た
。

「
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
た
２
日
間
」

　

小
樽
地
区
の
腎
友
会
活
動
は
．
地
味

な
が
ら
・
も
几
明
に
．
‐
．
り
火
砲
さ
れ
て
ｋ

ま
し
た
が
、
依
然
レ
ー
し
て
会
□
の
関
心

が
帆
く
加
入
率
の
向
ト
に
努
り
十
る
割

に
成
緊
を
Ｌ
げ
る
乍
が
出
お
｀
十
冷
労
し

て
き
ま
し
た

　

何
ん
レ
ー
か
活
路
を
兄
い

出
そ
う
し
・
考
え
て
お
り
ｔ
Ｌ
た
し
・
こ
ろ
、

会
ほ
の
中
か
ら
何
か
を
や
る
乍
に
よ
い

て
突
破
‐
が
出
ふ
｀
る
の
で
は
な
い
か
レ
ー

・
．
’
‥
う
地
ぼ
も
あ
り
今
川
の
介
肉
と
な
り

ま
し
た

　

去
る
８
Ｕ
８
‐
ト
ー
９
日
０
　
開
催
力

小
隣
巾
尺
参
加
の
ｆ
訪
一
り
祭
レ
ー
し
て
む

な
ｕ
に
な
ご
ヽ
い
る
ホ
ー
ト
ワ
H

Ｋ
テ
Ｖ
－

パ
ル
に
川
Ｗ
参
咄
を
す
る
Ｉ
に
し
ま
し

た
■

＝
~
＾
J
ｔ
>
-
ｉ
)
設
の
役
‥
‥
‥
を
晒
し
Ｐ
Ｒ

の
ポ
ス
タ
ー
や
趣
愚
飛
’
を
配
Ｅ
’
…
し
た
と

・
一
ろ
、
以
外
に
ｔ
人
き
な
反
応
．
が
あ
り

ま
し
た
会
ａ
を
始
め
家
族
皆
様
の
絶

人
な
理
解
ヒ
協
力
に
よ
っ
て
家
庭
に
於

け
る
Ｆ
川
晶
、
会
員
手
造
り
の
品
々
と

内
容
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
も
の

で
し
た
か
．
総
数
2
0
佃
を
超
す
ダ
ン
ボ
ー

ル
ー
杯
山
鳩
出
品
が
集
ま
り
ま
し
た
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ｙ
画
し
た
ｔ
べ
し
初
め
て
力
粁
験
て
り

　

七
間
』
Ｆ
士
し
た
か
、
破
い
リ
ガ
て
に

七
ミ
ｙ
に
ぺ
ろ
１
か
レ
ー
配
？
ｉ
し
た
．

　

人
≒
２
‐
３
叫
問
で
～
Ｆ
万
物
か
・
版
元

が
．
．
ト
だ
‐
ト
カ
ー
成
球
か
・
ト
け
る
１
り

　

Ｉ
’
ト
ｔ
、
『
ｔ
し
だ

　

’
‘
‐
巾
川
販
七
に

出
ｋ
ｔ
し
た

　

こ
う
品
を
超
安
９
　
で
収

尤
す
る
訳
で
Ｉ

　

出
吠
に
当
り
片
１
‐
・

経
費
も
掛
か
り
ま
Ｉ
か
衿
し
斑
ら
か
で

も
Ｆ
．
叱
に
雌
わ
は
．
会
力
迎
営
資
恥
と

し
て
活
川
し
た
．
い
Ｉ
ご
申
し
Ｉ
わ
サ
ま
」

た

　

幾
度
に
‐
り
準
倆
か
心
ね
．
χ
ぺ
７

押
を
決
め
て
当
‐
を
り
え
ま
し
た
か
．

厦
悲
く
だ
吠
に
少
ｔ
ね
十
台
胤
や
前
線

乃
接
近
で
巾
や
風
に
当
乙
ぶ
て
は
り
い

か
と
‐
へ
変
λ
４
　
・
揉
’
べ
ｔ
１
、
た

　

そ
’
子

８
‐
ｊ
を
ぶ
点
に
～
良
３
時
湖
ぎ
販
心

従
･
ｒ
-
-
-
'
i

:
＾
た
八
・
一
Ｇ
や
・
一
。
ｙ
吸
は
混
３
ふ
々

か
ｄ
か
で
ふ
・
り
已
に
終
蛉
―
・
．
Ｍ
開
山

目
的
か
一
｛
‘
心
十
乙
乍
が
出
ｋ
ま
し
た

　

ｆ
凪
‐
販
な
に
み
Ｉ
一
腎
ひ
録
力
脇
力
か
・

む
畑
い
し
Ｌ
う
と
朽
え
て
。
皿
船
。
検

凧
試
験
貳
々
－
ご
４
　
・
川
心
し
、
軋
ｔ
’
。
た
。

ｔ

Ｉ
仙
い
払
い
力
内
に
町
命
に
巾
張
‥
で

い
る
略
け
．
れ
変
柚
‐
し
で
心
し
・
し
れ

ｔ
し
た
し
、
介
川
し
は
卜
ふ
成
果
を
ｉ
目

無
～
｛
．
ｊ
し
ｔ
Ｌ
だ

　

・
ふ
心
ぶ
々
体
験
か
ぺ
．
汲
｛
活
動
に

卜
へ
き
な
白
し
を
け
Ｉ
る
巾
し
・
々
り
．
史

に
会
―

-
ｕ
--
＾
"
jＳ
.

~
に
も
な
り
Ｉ
る
レ
ー

・
」
ろ
Ｌ
へ
で
も
・
．
た
し
・
」
い
Ｉ
す

　

I
Ｖ

-
.
1
^
I
I
^
'-
.
回
ヤ
り
励
に
‐
し
何
か
し
・

巾
民
力
り
よ
に
ぴ
録
を
お
願
い

　

忙
」
い
中
か
一
長
時
川
に
‐
．
り
こ
い
い
り
ト

し
ｔ
し
た

　

数
け
確
認
に
．
れ
ま
ｕ
．
ん
て

し
た
が
川
当
咬
う
巾
図
［
確
約
を
叫
る

１
が
出
ｋ
ｔ
し
た
．
．
従
前
’
０
じ
・
、
い
た

山
卵
キ
ｙ
’
二
－
ン
ｔ
何
し
・
な
で
マ
ン

Ｉ
り
化
し
て
閔
心
が
沁
れ
て
い
る
川
状

申
う
で
～
汲
の
実
胞
万
ぶ
に
．
心
検
討

‐
と
々
り
ま
し
た
が
。
れ
ト
の
品
を
追

加
し
無
小
完
売
し
て
．
Ｔ
後
３
時
過
ぎ

は
ｒ
々
に
閉
店
撤
収
し
ま
し
た

　

初
め
て

り
経
験
と
は
巾
せ
協
力
し
フ
ト
>
'
I
　
｡
~
た

会
ほ
や
三
恥
改
が
‐
標
に
向
か
>
｡
て
u
t
-

戈
「
だ
余
‐
や
八
l
A
'
j
S
;

-

-̂
？
■
!
"
に
"
7
?
-
.

　
６
　
ｔ
り
お
叱
巾
‐
Ｊ
Ｌ
け
る
Ｉ
一
と
眺
に
、

二
力
度
う
へ
1
1
画
に
・
・
理
解
と
1
1
＾
-
＾
-
.
;
-
!

叫
わ
っ
た
恥
で
力
皆
ぼ
に
屯
ね
て
お
～

申
し
ト
け
る
次
第
て
あ
り
ま
十

　

’
一
’
川
ふ
ｔ
口
心
な
体
験
を
啼
み
台
し
・
―
・

て
ぺ
’
後
．
層
山
積
極
的
な
謡
動
と
＜
A
'
―
t

相
に
ｔ
の
緊
密
々
親
睦
か
↓
明
待
ｊ
る
ｔ
白

で
す

　
　
　
　
　
　

｛
報
七
‥
Ｉ
川
政
郎
｝

診
ぷ
ぶ
Ｉ

　

「
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

･l

　

７
‐
り
2
6
‐
、
釧
路
か
ら
１
時
間
ほ
と

の
鶴
叫
村
幌
Ｍ
で
’
0
1
わ
れ
ｔ
し
た

　

当
‐
は
．
曇
り
令
の
中
竃
く
も
々
く

衿
く
も
な
く
本
測
．
に
過
ご
し
や
す
く
良

い
‐
で
し
た

　

川
地
に
１
１
時
位
に
到
看

Ｌ
．
ま
ず
は
展
印
台
に
チ
ｙ
レ
ン
ジ
：

：

　

'
　
I
れ
か
ま
た
階
段
が
１
２
０
段
か

り
も
’
り
人
竃
で
バ
テ
．
ハ
テ
で
し
た

　

ヒ

ザ
が
笑
『
て
し
ま
い
ま
し
た
．
哨
ト
か

ら
の
展
望
は
も
う
最
鳥
で
し
た

　

そ
れ
か
ら
本
‐
の
メ
イ
ン
で
あ
り
ま

す
如
端
焼
き
で
す
釧
路
産
の
ホ
．
ヶ
『

イ
カ
．
．
‘
ノ
ン
ギ
ス
カ
ン
．
ヤ
キ
ソ
バ
な
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れ

７
１
／
．
．
ｒ
ｆ

‐
小
心

ｊ

お

ll l

し

１
）
う
Ｊ
刀

ゝ
ト
Ｌ
ｌ
ｙ
７

喀
－
て
Ｓ

Ｌ

冷
た

い

レ
ー
が
あ
り
私
卵
抒
は
お
腹
い

な
り
．
満
足
感
い
い
は
い
て

ｆ
－
ト
に
冷
た
い
I
.

V
-
力
で

ｔｓ
―

し

し
た

お
い
し

ｌ
ｆ

一

「

て
お
い
し
で
て
に
い
つ
か
お
し
そ
・
り
で

し
た

　

食
］
終
わ
い
て
ホ
ー
ル
遊
ひ
や

フ
．
■
^
　
.
＼
　
ｒ
.
'
十
へ
り
｛
な
_
iI
で
。
Ｌ
供
だ

－
－

－
－

に
か
遊
ん
た
あ
じ
・
．
転
川
ヶ
リ
ー
ン
ハ
ー

ツ
ハ
’
-
8
-
j
f
^
に
ｈ
き
お
風
Ｍ
に
は
い
り
汗

４
　
・
流
し
ま
し
た

　

な
加
行
」
Ｌ
ほ
今
‐
．
‐
は
心
も
体
礼

一
し
も
わ
サ
ー
い
‘
．
け
い
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

｛
報
告
な
ｔ
Ｈ
り
ヽ

り

旅
行星

―
・
ｔ

を
し

記
」

Ｏ
ｊ
Ｔ
践
　
０
た
ぬ
々
け
自
で
･
ｒ
-

る
Ｉ
ニ
か
々
か
々
か
余
ロ
ハ

彫
生
り
‐
良
く
６
り
ｔ
汁
一
八

　

ぞ

て
山
～
り
り
肺
０
は
、
ヒ
々
り
り

卜
‘
で

付

－

心
Ｉ
パ
ト

||

ぶ

い
も
じ
一
札
・
ム

‐
Ｉ
呆
に
て
廃
山
い
Ｉ
．
・
ｆ
ｆ
全
心
1
1
1
　
両
し
土

し
た

　

出
臨
ｙ
ｕ
け
り
々
ハ
‥
と
１
　
な

ｊ
ｊ
丿

巧｜

た

か
ご
に

、
’
ｆ
。
川
‐
鴎
Ｌ
り
焼
肉
を
建

り
々
ト
外
は
‥
″
‥
い
‐
＞
｡
~
-
J
で

中
。
Ｊ
扶
滴
■
≫
状
心
一

ヒ
り
焼
ｊ
ろ
に
ｉ
～
か
い

計

駒
‘
一

ｔ
配
こ
れ
ｄ
も

か
什
け

丿

り

ｋ

レ

ち
に

を

ｔ
ｌ
’
一
、
Ｉ
Ｊ

－
－
１
讐
―
Ｉ
‐
“
・

た
と
こ
ろ
で
鳶
曳
力
収
・
一
々
Ｌ
‐
ご

-
^
　
^
　
t
~
i

丁
眼
巾し

ｊ
り
’
‐
り
Ｉ
！
・

力
ｉ

を

ｌ

川

Ｏ
り
』
Ｌ
八

乙
た
ふ

１

糾
Ｖ

る
が
ヘ
ン●1』

か

し
た
だ
け
で
も
路
外
に
出
そ
う
に
な

ス
ピ
ー
ド
か
な
か
な
か
川
廿
ま
廿
．
ん

Ｌ
・
い
や
く
慣
れ
た
’
一
ろ
に
は
終
点
に

る
仕
れ

－
－
れ

か な
1』

ら
砂
=
＊
■
ン
に
‥
こ
・
ク
レ
ー
話
し
が
-
W
-
i
i
W

り
Ｌ
y

.
｡4
-
J
．
路
モ
コ
ト
山
経
山
川
鴻
を

涌
・
り
匪
湯
い
レ
ー
は
い
り
ま
し
た
途
中

ｊ
－ト

り
観
九
ざ
レ
一
ｔ
し
り
な
が
ら
３
・
．
１

　

時
刻
は
1
2
時

こ
・
ク
レ
ー
話
し

路
モ
コ
ト
山
経
』

り
芯

3０

分

足
’
・
を
・
ポ
ー
ト
に
分
県
し
て

ひ
ｔ
－
’
だ

　

矢
！
・
ふ
り
に
・
吊

て
が
し
八
ま
し
た

り

.〃

ゝ

7，

＿ 〃

あ
い
ｔ
し
た
が
、
た
い
し
た
降

だ
’
、
仙
湯
’
、
石
い
た
時
は
晴
れ

Ｌ･

１ヽ

－
‐
‐
‐

　

－
‐
‐
‐
－
‐
‐

室
蘭
ブ
ロ
ッ
ク

「
綿
ア
メ
、
お
い

ｔ
―
だ

　

地
咳
り
民
い
う
ふ
れ
か
い
を

‐
的
に
、
ｔ
だ
地
吐
い
ら
Ｉ
要
請
Ｌ
あ

り
匈
４
ｊ
‐
Ｉ
々
叫
～
び
曲
に
出
目
い
協

り
！
‐
こ
圭
い
Ｉ
り
１
し
た

　

ｙ
り
↓
い
３
川

に
’
に
叫
協
ク
秘
へ
．
か
い
ふ
り
．
７
‐
―

v
T
-
*
･
■

ラ
ム

　

ト
陣
し
て
か
ヽ
Ｊ
の
談
ご
。
い
や
Ｉ
尾
が

疲
れ
た
ノ
ー
一
足
が
痛
い
ダ
｀
岬
段
の
運

動
ｆ
心
レ
一
心
心
に
仮
こ
て
自
分
が
障
害

筰
で
あ
る
一
一
レ
ー
を
忘
れ
た
の
で
し
き
’
‐
。

　

た
ｔ
に
は
こ
れ
も
良
い
か
れ

　

：

　

休
心
に
レ
ス
ト
ー
’
フ
ン
に
ぺ
り
Ｊ
－
ヒ
‐
１

を
・
飲
八
な
が
ら
。
‥
～
し
か
４
哨
力
話

し
に
圧
が
咲
き
。
ト
つ
‐
な
が
ら
和
気

八
八
兄
‥
い
カ
ー
‐
で
あ
り
ま
し
た

　

余

Ｃ
.
-
-
i
　
-
-
I
-
*
”
ん
‐
≒
。
度
に
‥
心
‐
出
叱
粕
い

た
い
も
力
で
す

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

摩
川
今
）

白
‐
一
ヤ
蘭
巾
巾
島
砂
防
祭
典
八
八
で
所
に

Ｉ
店
し
す
Ｉ
’
だ

し
い
よ
／

ネ
冷
た
い
よ
／
・
」

「

に
・
綱
マ
メ
し

　

私
だ

ン
。
－

が
し
二

－ 〃

ｔ
㈲
レ
ー
な
‥
り

３

回

目

Irj

（
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し
て
）

今･

収

'

し

ー
‾7‾

ル
３

私

お

一
・
ノ

＼
卜
は

綿
Ｉ

. －

了･

j

な

1
●ゝ

丿

一一

・

ﾐ〃ﾐ

斗

16

網
走
フ
ロ
ッ
ク

「
日
帰

　

毎
り
い
ま
頃
う
季
陥
に
け
．
‐
帰
り

屁
・
ｎ
ｙ
恒
例
~
"
-
i
i
.
_
l
(
'
-
'~
て
い
ま
し
て
．
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i
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ぺ
’
一
は
Ｉ
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恥
卜
か
Ｉ
時
Ｉ
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そ
の
景
観
の
雄
大
さ
、
神
秘
的
な
美
し

さ
、
鳥
山
植
物
の
開
花
に
は
少
し
？
い

様
で
し
た
が
、
エ
ソ
カ
ン
ソ
ウ
。
ツ
ル

コ
ケ
モ
モ
な
ど
が
咲
き
、
涼
し
い
風
も

心
地
よ
く
”
ヤ
ッ
た
”
と
Ｉ
酉
う
感
動
で

胸
が
然
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
喰
べ

た
お
梶
り
の
美
味
し
か
っ
た
乍
も
忘
れ

る
こ
と
が
出
家
ま
せ
ん
。

　

し
ば
ら
く
遊
ん
で
か
ら
帰
途
に
っ
き

ま
し
た
が
こ
れ
も
な
か
な
か
き
つ
く
、

よ
く
こ
ん
な
所
を
登
っ
た
も
の
だ
と
思

う
ほ
ど
で
し
た
。

　

や
Ｉ
と
南
暑
寒
荘
の
広
場
に
肴
き
。

そ
こ
で
食
乍
の
準
備
設
鸞
を
し
て
ド
さ
っ

た
人
々
に
感
謝
し
な
が
ら
楽
し
い
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
体

屯
の
増
加
を
気
に
し
な
が
ら
も
「
み
ん

な
で
喰
べ
れ
ば
怖
く
な
い
」
な
ど
と
冗

談
を
言
い
今
い
な
が
ら
、
お
腹
い
っ
ぱ

い
頂
き
ま
し
た
院
長
夫
人
手
作
り
の
お

漬
物
も
美
味
し
く
、
食
後
の
よ
く
冷
え

た
西
瓜
も
抜
群
で
し
た
。

　

今
飯
り
か
え
っ
て
み
て
、
―
人
の
故

障
寺
も
な
く
皆
無
事
で
楽
し
く
ひ
と
っ

の
行
乍
を
遂
行
で
き
た
Ｉ
を
本
当
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
透
析
抒
の
特

に
私
の
様
な
鳥
齢
者
で
も
や
れ
ば
出
家

る
と
少
し
自
な
が
持
て
ま
し
た
。
こ
の

自
信
を
少
し
づ
っ
広
げ
て
ゆ
き
、
こ
れ

か
ら
は
吐
会
参
加
に
も
積
極
的
に
取
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
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告
一
鳥
―
照
１
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ご
高
額
療
養
費
値
上
げ
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高
額
療
養
費
自
己
負
担
額

　
　
　
　

６
万
３
千
円
に

　

厚
生
省
は
東
午
度
ｒ
ｗ
厩
算
要
求
に

あ
た
っ
て
医
療
保
険
の
高
額
医
腺
費
の

自
」
負
担
限
度
額
を
現
配
の
６
万
川
か

ら
６
．
わ
３
ｆ
円
に
引
き
Ｌ
げ
る
こ
と
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。
へ
．
Ｌ
透
析
に
っ
い

て
は
、
1
9
8
4
乍
の
法
改
ぶ
で
血
友

病
と
な
ら
ん
で
艮
期
符
定
疾
病
と
し
て

１
万
川
を
限
度
と
さ
れ
て
い
ま
ず
。
厚

生
省
は
こ
の
引
き
Ｌ
げ
に
っ
い
て
『
所

俳
の
伸
び
の
結
果
』
な
ど
と
し
て
い
ま

ず
が
‐
り
額
６
万
３
千
円
ま
で
を
支
払
う

1
　
l
A
I
は
難
病
患
＆
や
所
得
の
低
い
患
嗇

に
と
。
・
て
人
変
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
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ほ
４
１
ほ
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ａ
９
咳
～
ぼ
４
ｊ
？

「
透
析
1
0
年
目
を
迎
え
て
」

　

1
9
9
2
昨
。
1
2
月
を
す
ぎ
る
と
い

よ
い
よ
私
の
透
析
人
生
も
1
0
1
s
-
L
d
を
迎

え
ま
す
。

　

尿
４
症
に
な
り
。
2
0
日
‥
間
も
意
識
不

明
だ
っ
た
の
が
夢
の
様
で
す
。

　

５
乍
く
ら
い
前
か
ら
。
道
腎
協
の
お

仕
乍
を
ｆ
伝
う
様
に
な
り
。
多
く
の
透

析
患
者
の
仲
間
と
交
流
す
る
事
で
、
い

ろ
い
ろ
な
嘔
を
お
し
え
て
瞰
き
ま
し
た
。

　

病
気
を
す
る
と
ど
う
し
て
も
引
っ
こ

編
集
後
記

0
1
0
年
．
1
5
年
と
．
長
期
透
析
を
し
て

　

い
る
方
が
川
え
て
き
て
い
ま
す
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必
然
的
に
八
‥
併
症
と
し
て
骨
や
関

　

節
の
痛
み
を
訴
え
る
人
が
多
く
な
っ

　

て
き
ま
し
た
、
梼
様
も
検
介
デ
ー

　

タ
に
注
意
し
て
く
た
さ
い

り
国
は
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
火
年
■
e
V
j
i
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藤

　

一

　

子
（
小
樽
）

み
が
ち
に
な
り
ま
す
が
．
自
分
の
た
め

に
も
．
―
歩
で
も
．
２
歩
で
も
外
に
川

て
行
く
勇
気
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
．

　

幹
乍
会
．
総
会
、
講
習
会
等
に
出
る

乍
に
よ
り
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
話
が

聞
け
、
生
き
て
い
く
上
で
非
常
に
参
考

　

一

に
な
り
ま
し
た
ｙ
π
気
な
か
ぎ
り
道
腎

　

1
8

協
の
お
什
事
を
手
伝
っ
て
行
き
た
い
と

　

・

思
っ
て
い
ま
す
．

算
の
脱
収
不
足
を
『
社
会
保
瞭
費
‘

の
削
減
で
哺
う
』
と
し
て
い
ま
す
。
　
　

い
っ
も
し
わ
よ
せ
は
弱
行
の
所
に
。

き
ま
す
『
健
康
で
若
い
人
も
い
っ
・

か
は
高
齢
嗇
に
な
り
ま
す
。
こ
の

　 　

機
会
に
全
四
民
で
杜
会
保
障
の
今
・

後
の
姿
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
　
　

い
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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畦
夕
哨
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腕
き
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た
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し

て
、
‘
ｔ
十
‘
．
‐
‐
～
に
．
新
叫
Ｌ
、
阿
の
場
心
‥
高

齢
者
を
こ
Ｌ
‘
わ
る
病
院
が
あ
り
『
欧
’
．
Ｌ
卜
療

に
I

K
-
し
き
・
わ
り
か
出
て
い
ｔ
ｊ
き
ら
に

ｄ
鮫
｛
片
啼
報
酬
も
ｋ
院
が
長
ｊ
、
な
る
程
．

ぺ
院
Ｒ
躊
６
が
安
’
ヽ
ぬ
心
ぎ
お
て
い
ま
ｔ

川
力
総
医
啼
賢
川
制
冷
と
し
て
啼
め
付
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が

卜
へ
ｔ
糾
し
い
状
況
で
す
．

　

い
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ろ
『
旺
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的
へ
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に
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し
、
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別
j
＾
ａ
t
i
j
i
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岫
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＆
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ぶ
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■
＊
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川
川
１
議
‥
‥
‥
に
り
し
油
粕
致
ｌ
ｌ
－
・
た

し
か
し
『
『
~
3
i
Z
に
必
要
な
卜
呻
ｄ
ｊ
る
し
‘

い
ら
付
冊
決
議
を
‐
ｊ
て
．
川
会
で
承
?
O
V
.

れ
ま
し
た

　

二
力
入
療
Ｉ
改
ｎ
け
『
良
貨
な
医
吟
を
痛

切
に
捉
帆
す
ろ
体
嗣
を
・
？
ヽ
ヽ
る
た
め
に
は

般
病
院
の
機
能
Ｉ
化
が
Ｆ
Ｉ
り
と
い
Ｉ
り
現
状

認
識
の
ｉ
ｈ
と
Ｊ
一
巾
．
高
度
医
療
を
ｈ
・
？
病
院

と
片
明
べ
呪
心
ｙ
ｎ
ヵ
ヶ
ア
を
Ｉ
り
・
？
病
心
″
】
～

嶼
能
分
叱
を
閥
る
レ
ー
い
・
り
こ
レ
こ
す

　

法
て
*
■
*

i
＾
*
ｃ
が
特
定
機
能
炳
院
、
吸
″
ｎ
が

医
肺
聖
病
床
酢
レ
．
叫
山
ｆ

F
-
-
Ｗ
し
た
両
■
ｊ
;

設
Ｉ
り
は
．
そ
お
そ
れ
の
機
能
に
Ｉ
し
た
Ｊ
、

ａ
配
置
や
施
政
内
μ
な
レ
一
力
吸
巾
を
七
め
Ｉ

れ
る
・
こ
『
に
な
り
ｔ
す

　

特
ぷ
機
能
‘
■
Ｓ
ｉ
ｌ
t
l
'
-
'
Ｉ
病
麗
４
　
院
．
国
し

が
’
八
セ
ン
々
―
．
川
を
循
環
船
セ
‐
ふ
Ｉ
な

ど
．
か
思
定
き
わ
て
お
り
．
般
病
院
や
卜
療
哨

か
ら
力
紹
か
を
ｕ
｀
卜
と
し
．
教
き
ｌ
″
ｎ
に
っ

い
て
は
凶
接
受
ｒ
ｊ
る
Ｉ
『
し
『
を
赳
定
』
て
い

ｔ
Ｉ
そ
’
Ｆ
。
Ｃ
Ｉ
八
か
な
い
？
j
≫
ｃ
ｔ
;
受

■
:
'
.
V
■
＊

r
■
ツ
■
-
.
"

^
＾
-
.
v
^
Ｃ
'
Ｖ
'
:
れ
ま
す
．
ま
た
．

療
養
や
病
床
酢
ａ
卜
帥
や
斤
護
婦
の
数
を
減

ａ
！
―

ｒ
ｕ
ｊ
岫
助
≫
c
:
ｖ
i
*
＊
ｆ
ｌ
、
Ｋ
ｔ
;
＜
*
≫
-
!
'

な
り
そ
う
て
Ｉ

　

医
療
の
締
め
付
け
が
臓
し
く
な
る
／
．

　

た
り
『
‐
尺
応
力
縮
町
幹
乍
艮
が
北
廊
硝

で
輿
演
し
『
た
Ｉ
憑
町
医
療
費
か
Ｉ
川
８
.

０
０
０
１
川
か
か
る
ｔ
郎
国
か
み
て
い
る

そ
れ
で
入
川
の
介
を
Ｉ
‘
．
て
い
る
こ
れ
だ

け
を
ｒ
に
健
順
な
人
力
た
め
に
．
ｙ
。
川
川
訥
し
・

・
‥
ト
れ
る
し
川
る
か
ら
お
困
り
力
ｉ
リ
西
た
め

に
峠
べ
こ
い
る
ベ
ー
店
析
を
や
Ｉ
い
り
い
だ

け
こ
も
お
国
の
た
め
に
な
る
レ
ー
我
々
西
叫

心
″
り
や
令
気
の
人
を
非
閥
尺
扱
い
Ｌ
ｔ
し
た

M
~
-
＊
”
t
:
は
Ｉ
し
く
誤
解
し
て
お
り
．
透
析

医
療
賢
は
殆
ん
ど
医
療
保
険
で
ま
か
な
わ
れ

て
お
り
．
川
が
ｔ
て
出
し
’
ヽ
い
る
も
の
で
は

な
い
の
で
す

　

'
■
-
ｐ
ａ
-
?
３
＊
S
8
で
も
す
ぐ
に
抗
議
λ
を

に
り
し
て
帆
―
に
航
良
し
ま
し
た
Ｉ
ま
た
厚

＾
!
C
V
'
は
｀
″
後
増
如
す
ろ
医
療
費
に
り
応
す

る
１
　
は
「
受
益
″
ｕ
口
1
1
　
｀
か
必
ｌ
だ
と
述
ぺ

”
い
ま
十
．

　

八
’
は
．
我
々
透
析
小
‘
粁
も
安
心
し
て
．
ｎ

介
似
呻
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
．
二
の
ｋ

・
ご
１
　
円
民
医
療
會
の
啼
め
付
け
で
什
介
保
障

唆
退
の
波
は
少
Ｌ
う
っ
押
し
寄
せ
て
き
て
い

ｔ
十

　

今
隆
も
ｔ
患
″
ｎ
．
致
川
砧
し
て
行
か
な
け

れ
ば
こ
の
流
れ
を
ｉ
め
る
～
は
出
き
ｔ
鯖

ん

一 一-
一 ・ 一 一
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Ｆ
成
４
年
田
り
出
‐
Ｉ
ロ
’
吻
‐
‥
出
目
茫

』
和
仙
．
１
１
り

Ｉ
‐
、
什
軋
便
物
Ｉ
吋
‐
・
Ｓ
’
Ｋ
岫
４
ご
１
ｈ

り

宛
．
行
囁
北
海
心
身
休
呻
ト
‥
衿
川
限
七
間
川
一
ｎ
物
協
会
帥
原
飛
郎

　
　
　
　

旺
幌
巾
北
卜
叱
口
ｌ
内
Ｉ
Ｊ
‐

頒
価
３
０
０
円

低リンミルク

Z..戸.Ｋ.
内容皿201×15本

康材Ｓ亀・カ・インナ１りウム-JUtW.pH畏豊頬、

　　　　

塩化カルシウム、塩化マグネシウム、

　　　　

ビタミンＥ、魯料

―t-≫Mr-

心

－

★お問い合せは

森永乳業㈱札幌支社�01 1 -865-2821
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